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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｎチャンネル・オーディオ信号を符号化するマルチ・チャンネル・オーディオ符号器で
あって、
　前記Ｎチャンネル・オーディオ信号から、空間的ダウン・ミックスにより、Ｍチャンネ
ルの空間的ダウン・ミックス信号および第１の補強データを生成する手段であって、Ｍは
、Ｎより小さく、前記空間的ダウン・ミックス信号および前記第１の補強データから、前
記Ｎチャンネル・オーディオ信号の再構築が可能である前記手段と、
　前記Ｎチャンネル・オーディオ信号から、前記空間的ダウン・ミックスとは異なる代替
ダウン・ミックスにより、Ｍチャンネルの代替ダウン・ミックス信号を生成する手段と、
　前記空間的ダウン・ミックス信号および前記代替ダウン・ミックス信号を比較すること
により、第２の補強データを生成する補強手段であって、前記第２の補強データは、前記
代替ダウン・ミックス信号を参照することなく前記空間的ダウン・ミックス信号の再構築
を可能とする絶対補強データ、または、前記代替ダウン・ミックス信号を参照しながらの
前記空間的ダウン・ミックス信号の再構築を可能とする相対補強データである補強手段と
、
　前記代替ダウン・ミックス信号と、前記第１の補強データと、前記第２の補強データと
を含む符号化出力信号を生成する手段と
を含むマルチ・チャンネル・オーディオ符号器。
【請求項２】
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　前記補強手段が、前記Ｎチャンネル信号の特性に応答して、前記絶対補強データと前記
相対補強データとから選択するように構成される、請求項１に記載のマルチ・チャンネル
・オーディオ符号器。
【請求項３】
　前記補強手段が、前記絶対補強データと前記相対補強データの相対特性に応答して、前
記絶対補強データと前記相対補強データとから選択するように構成される、請求項１に記
載のマルチ・チャンネル・オーディオ符号器。
【請求項４】
　前記相対特性が、前記相対補強データの信号エネルギーに対する前記絶対補強データの
信号エネルギーである、請求項３に記載のマルチ・チャンネル・オーディオ符号器。
【請求項５】
　前記補強手段が、前記代替ダウン・ミックス信号を信号ブロックに分割し、かつ、各信
号ブロックについて前記絶対補強データと前記相対補強データとから個々に選択するよう
に構成される、請求項１に記載のマルチ・チャンネル・オーディオ符号器。
【請求項６】
　前記補強手段が、信号ブロックに関連した特性にのみ基づいて、該信号ブロックについ
て、前記絶対補強データと前記相対補強データとから選択するように構成される、請求項
５に記載のマルチ・チャンネル・オーディオ符号器。
【請求項７】
　前記補強手段が、絶対補強データとしての前記第２の補強データの生成と相対補強デー
タとしての前記第２の補強データの生成との切り替えの切り替え時間間隔中に、前記絶対
補強データと前記相対補強データの組み合わせとして前記第２の補強データを生成するよ
うに構成される、請求項１に記載のマルチ・チャンネル・オーディオ符号器。
【請求項８】
　前記組み合わせが、前記絶対補強データと前記相対補強データとの間の補間を含む、請
求項７に記載のマルチ・チャンネル・オーディオ符号器。
【請求項９】
　前記符号化出力信号を生成する前記手段が、相対補強データが使用されるのかそれとも
絶対補強データが使用されるのかを示すデータを含むように構成される、請求項１から８
いずれか１項に記載のマルチ・チャンネル・オーディオ符号器。
【請求項１０】
　前記第２の補強データが、補強データの第１の部分と補強データの第２の部分とを含み
、前記第２の部分が、前記第１の部分より質の高い前記空間的ダウン・ミックス信号表現
を行う、請求項１から９いずれか１項に記載のマルチ・チャンネル・オーディオ符号器。
【請求項１１】
　前記補強手段が、絶対補強データとして、または相対補強データとして前記第２の部分
の生成をすることの選択のみを行うように構成される、請求項１０に記載のマルチ・チャ
ンネル・オーディオ符号器。
【請求項１２】
　前記補強手段が、前記第１の部分の補強データを前記空間的ダウン・ミックス信号に適
用することによって生成された基準信号に対して、前記第２の部分の相対データを生成す
るように構成される、請求項１０に記載のマルチ・チャンネル・オーディオ符号器。
【請求項１３】
　Ｎチャンネル・オーディオ信号を復号化するマルチ・チャンネル・オーディオ復号器で
あって、
　前記Ｎチャンネル・オーディオ信号に対して、空間的ダウン・ミックスとは異なる代替
ダウン・ミックスを施して得られた、Ｍチャンネルの代替ダウン・ミックス信号であって
、Ｍが、Ｎより小さい前記信号と、
　前記代替ダウン・ミックス信号と異なる、Ｍチャンネルの空間的ダウン・ミックス信号
に対するマルチ・チャンネル拡張用第１の補強データと、
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　第２の補強データであって、前記代替ダウン・ミックス信号を参照することなく前記空
間的ダウン・ミックス信号の構築を可能とする絶対補強データ、または、前記代替ダウン
・ミックス信号を参照しながらの前記空間的ダウン・ミックス信号の構築を可能とする相
対補強データである第２の補強データと、
　信号ブロックに関する前記第２の補強データが前記絶対補強データであるのかそれとも
前記相対補強データであるのかを示す表示データと
を含む符号化オーディオ信号を受信する手段と、
　前記表示データを参照して、前記第２の補強データが前記絶対補強データであることが
示されている場合には該第２の補強データに応答して、前記第２の補強データが前記相対
補強データであることが示されている場合には前記代替ダウン・ミックス信号と前記第２
の補強データとに応答して、前記空間的ダウン・ミックス信号を生成する生成手段と、
　前記空間的ダウン・ミックス信号と、前記第１の補強データとに応答してＮチャンネル
復号化信号を生成する手段と
を含むマルチ・チャンネル・オーディオ復号器。
【請求項１４】
　前記生成手段が、時間ドメインにおいて前記第２の補強データを前記代替ダウン・ミッ
クス信号に適用するように構成される、請求項１３に記載のマルチ・チャンネル・オーデ
ィオ復号器。
【請求項１５】
　前記生成手段が、周波数ドメインにおいて前記第２の補強データを前記代替ダウン・ミ
ックス信号に適用するように構成される、請求項１３に記載のマルチ・チャンネル・オー
ディオ復号器。
【請求項１６】
　前記第２の補強データが、補強データの第１の部分と補強データの第２の部分とを含み
、前記第２の部分が、前記第１の部分より質の高い前記空間的ダウン・ミックス信号表現
を行う、請求項１３から１５いずれか１項に記載のマルチ・チャンネル・オーディオ復号
器。
【請求項１７】
　前記生成手段が、絶対補強データとしての前記第２の部分の第２の補強データの適用、
または、相対補強データとしての前記第２の部分の第２の補強データの適用の選択のみを
行うように構成される、請求項１６に記載のマルチ・チャンネル・オーディオ復号器。
【請求項１８】
　前記生成手段が、前記第１の部分の補強データを前記代替ダウン・ミックス信号に適用
することによって生成された信号に前記第２の部分の相対補強データを適用することによ
って前記空間的ダウン・ミックス信号を生成するように構成される、請求項１６に記載の
マルチ・チャンネル・オーディオ復号器。
【請求項１９】
　Ｎチャンネル・オーディオ信号を符号化する方法であって、
　前記Ｎチャンネル・オーディオ信号から、空間的ダウン・ミックスにより、Ｍチャンネ
ルの空間的ダウン・ミックス信号および第１の補強データを生成するステップであって、
ＭがＮより小さく、前記空間的ダウン・ミックス信号および前記第１の補強データから、
前記Ｎチャンネル・オーディオ信号の再構築が可能である前記ステップと、
　前記Ｎチャンネル・オーディオ信号から、前記空間的ダウン・ミックスとは異なる代替
ダウン・ミックスにより、Ｍチャンネルの代替ダウン・ミックス信号を生成するステップ
と、
　前記空間的ダウン・ミックス信号および前記代替ダウン・ミックス信号を比較すること
により、第２の補強データを生成するステップであって、前記第２の補強データは、前記
代替ダウン・ミックス信号を参照することなく前記空間的ダウン・ミックス信号の再構築
を可能とする絶対補強データ、または、前記代替ダウン・ミックス信号を参照しながらの
前記空間的ダウン・ミックス信号の再構築を可能とする相対補強データである前記ステッ
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プと、
　前記代替ダウン・ミックス信号と、前記第１の補強データと、前記第２の補強データと
を含む符号化出力信号を生成するステップと
を含む方法。
【請求項２０】
　Ｎチャンネル・オーディオ信号を復号化する方法であって、
　前記Ｎチャンネル・オーディオ信号に対して、空間的ダウン・ミックスとは異なる代替
ダウン・ミックスを施して得られた、Ｍチャンネルの代替ダウン・ミックス信号であって
、ＭがＮより小さい前記信号と、
　前記代替ダウン・ミックス信号と異なる、Ｍチャンネルの空間的ダウン・ミックス信号
に対するマルチ・チャンネル拡張用第１の補強データと、
　第２の補強データであって、前記代替ダウン・ミックス信号を参照することなく前記空
間的ダウン・ミックス信号の構築を可能とする絶対補強データ、または、前記代替ダウン
・ミックス信号を参照しながらの前記空間的ダウン・ミックス信号の構築を可能とする相
対補強データである第２の補強データと、
　信号ブロックに関する前記第２の補強データが前記絶対補強データであるのかそれとも
前記相対補強データであるのかを示す表示データと
を含む符号化オーディオ信号を受信するステップと、
　前記表示データを参照して、前記第２の補強データが前記絶対補強データであることが
示されている場合には該第２の補強データに応答して、前記第２の補強データが前記相対
補強データであることが示されている場合には前記代替ダウン・ミックス信号と前記第２
の補強データとに応答して、前記空間的ダウン・ミックス信号を生成するステップと、
　前記空間的ダウン・ミックス信号と、前記第１の補強データとに応答してＮチャンネル
復号化信号を生成するステップと
を含む方法。
【請求項２１】
　請求項１から１２いずれか１項に記載のマルチ・チャンネル・オーディオ符号器を含む
、符号化マルチ・チャンネル・オーディオ信号を送信する送信器。
【請求項２２】
　請求項１３から１８いずれか１項に記載のマルチ・チャンネル・オーディオ復号器を含
む、マルチ・チャンネル・オーディオ信号を受信する受信器。
【請求項２３】
　符号化マルチ・チャンネル・オーディオ信号を送信チャンネルを介して受信器に送信す
る送信器を含む送信システムであって、請求項１から１２いずれか１項に記載のマルチ・
チャンネル・オーディオ符号器と、請求項１３から１８いずれか１項に記載のマルチ・チ
ャンネル・オーディオ復号器とを含む送信システム。
【請求項２４】
　符号化マルチ・チャンネル・オーディオ信号を送信する方法であって、前記方法が、Ｎ
チャンネル・オーディオ信号を符号化するステップを含み、
　前記符号化するステップが、
　前記Ｎチャンネル・オーディオ信号から、空間的ダウン・ミックスにより、Ｍチャンネ
ルの空間的ダウン・ミックス信号および第１の補強データを生成するステップであって、
ＭがＮより小さく、前記空間的ダウン・ミックス信号および前記第１の補強データから、
前記Ｎチャンネル・オーディオ信号の再構築が可能である前記ステップと、
　前記Ｎチャンネル・オーディオ信号から、前記空間的ダウン・ミックスとは異なる代替
ダウン・ミックスにより、Ｍチャンネルの代替ダウン・ミックス信号を生成するステップ
と、
　前記空間的ダウン・ミックス信号および前記代替ダウン・ミックス信号を比較すること
により、第２の補強データを生成するステップであって、前記第２の補強データは、前記
代替ダウン・ミックス信号を参照することなく前記空間的ダウン・ミックス信号の再構築
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を可能とする絶対補強データ、または、前記代替ダウン・ミックス信号を参照しながらの
前記空間的ダウン・ミックス信号の再構築を可能とする相対補強データである前記ステッ
プと、
　前記代替ダウン・ミックス信号と、前記第１の補強データと、前記第２の補強データと
を含む、符号化出力信号を生成するステップと
を含む方法。
【請求項２５】
　符号化マルチ・チャンネル・オーディオ信号を受信する方法であって、前記方法が、前
記符号化マルチ・チャンネル・オーディオ信号を復号化するステップを含み、
　前記復号化するステップが、
　Ｎチャンネル・オーディオ信号に対して、空間的ダウン・ミックスとは異なる代替ダウ
ン・ミックスを施して得られた、Ｍチャンネルの代替ダウン・ミックス信号であって、Ｍ
がＮより小さい前記信号と、
　前記代替ダウン・ミックス信号と異なる、Ｍチャンネルの空間的ダウン・ミックス信号
に対するマルチ・チャンネル拡張用第１の補強データと、
　第２の補強データであって、前記代替ダウン・ミックス信号を参照することなく前記空
間的ダウン・ミックス信号の構築を可能とする絶対補強データ、または、前記代替ダウン
・ミックス信号を参照しながらの前記空間的ダウン・ミックス信号の構築を可能とする相
対補強データである第２の補強データと、
　信号ブロックに関する前記第２の補強データが前記絶対補強データであるのかそれとも
前記相対補強データであるのかを示す表示データと
を含む符号化オーディオ信号を受信するステップと、
　前記表示データを参照して、前記第２の補強データが前記絶対補強データであることが
示されている場合には該第２の補強データに応答して、前記第２の補強データが前記相対
補強データであることが示されている場合には前記代替ダウン・ミックス信号と前記第２
の補強データとに応答して、前記空間的ダウン・ミックス信号を生成するステップと、
　前記空間的ダウン・ミックス信号と、前記第１の補強データとに応答してＮチャンネル
復号化信号を生成するステップと
を含む方法。
【請求項２６】
　オーディオ信号を送受信する方法であって、
　Ｎチャンネル・オーディオ信号から、空間的ダウン・ミックスにより、Ｍチャンネルの
空間的ダウン・ミックス信号および第１の補強データを生成するステップであって、Ｍが
Ｎより小さく、前記空間的ダウン・ミックス信号および前記第１の補強データから、前記
Ｎチャンネル・オーディオ信号の再構築が可能である前記ステップと、
　前記Ｎチャンネル・オーディオ信号から、前記空間的ダウン・ミックスとは異なる代替
ダウン・ミックスにより、Ｍチャンネルの代替ダウン・ミックス信号を生成するステップ
と、
　前記空間的ダウン・ミックス信号および前記代替ダウン・ミックス信号を比較すること
により、第２の補強データを生成するステップであって、前記第２の補強データは、前記
代替ダウン・ミックス信号を参照することなく前記空間的ダウン・ミックス信号の再構築
を可能とする絶対補強データ、または、前記代替ダウン・ミックス信号を参照しながらの
前記空間的ダウン・ミックス信号の再構築を可能とする相対補強データである前記ステッ
プと、
　前記代替ダウン・ミックス信号と、前記第１の補強データと、前記第２の補強データと
を含む、符号化出力信号を生成するステップと、
　送信器から受信器に前記符号化出力信号を送信するステップと、
　前記受信器にて前記符号化出力信号を受信するステップと、
　前記第２の補強データが前記絶対補強データである場合には該第２の補強データに応答
して、前記第２の補強データが前記相対補強データである場合には前記代替ダウン・ミッ
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クス信号と前記第２の補強データとに応答して、前記空間的ダウン・ミックス信号を生成
するステップと、
　前記空間的ダウン・ミックス信号と、前記第１の補強データとに応答してＮチャンネル
復号化信号を生成するステップと
を含む、方法。
【請求項２７】
　プロセッサに、請求項１９、請求項２０、請求項２４、請求項２５、および請求項２６
の何れかに記載の方法のステップを実行させるように動作するコンピュータプログラム。
【請求項２８】
　請求項１から１２いずれか１項に記載のマルチ・チャンネル・オーディオ符号器を含む
マルチ・チャンネルオーディオレコーダ。
【請求項２９】
　請求項１３から１８いずれか１項に記載のマルチ・チャンネル・オーディオ復号器を含
むマルチ・チャンネルオーディオプレーヤ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マルチ・チャンネル信号のオーディオ符号化および復号化もしくはオーディ
オ符号化または復号化に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　マルチ・チャンネル・オーディオ信号とは、２つまたはそれ以上のオーディオ・チャン
ネルを有するオーディオ信号である。マルチ・チャンネル・オーディオ信号のよく知られ
ている例は、２チャンネル・ステレオ・オーディオ信号、および、２つのフロント・オー
ディオ・チャンネルと、２つのリヤ・オーディオ・チャンネルと、１つのセンター・オー
ディオ信号と、更に、低音補強（ＬＦＥ）チャンネルを有する５．１チャンネル・オーデ
ィオ信号である。このような５．１チャンネル・オーディオ信号は、ＤＶＤ（デジタル・
バーサタイル・ディスク）システムおよびＳＡＣＤ（スーパー・オーディオ・コンパクト
・ディスク）システムで使用されている。マルチ・チャンネル素材の人気が高まっている
ために、マルチ・チャンネル素材の効率的なコーディングがより重要になっている。
【０００３】
　オーディオ処理の分野においては、幾つかのオーディオ・チャンネルを別の数のオーデ
ィオ・チャンネルに変換することがよく知られている。このような変換は、様々な理由か
ら行われると考えられる。例えば、オーディオ信号は、別のフォーマットに変換して高度
なユーザー体験を実現することができる。例えば、これまでのステレオ録音には、２つの
チャンネルだけが含まれ、一方、最新の高度オーディオ・システムでは、一般的に、人気
のある５．１サラウンド・サウンド・システムのように、５つまたは６つのチャンネルが
使用される。したがって、２つのステレオ・チャンネルは、高度オーディオ・システムを
余すところなく利用するために、５つまたは６つのチャンネルに変換することができる。
【０００４】
　チャンネル変換の別の理由は、コーディング効率である。例えば、サラウンド・サウン
ド・オーディオ信号は、オーディオ信号のマルチ・チャンネル空間特性を記述するパラメ
ータ・ビット・ストリームと組み合わせたステレオ・チャンネル・オーディオ信号に符号
化することができることが既にわかっている。復号器は、非常に良好な精度でサラウンド
・サウンド・オーディオ信号を再生することができる。このようにして、実質的なビット
・レート節約を行うことができる。
【０００５】
　５．１－２－５．１マルチ・チャンネル・オーディオ・コーディング・システムが公知
である。この公知のオーディオ・コーディング・システムにおいては、５．１入力オーデ
ィオ信号は、２つのダウン・ミックス・チャンネルと関連パラメータとに符号化されて、
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かつ、２つのダウン・ミックス・チャンネルと関連パラメータとで表される。また、ダウ
ン・ミックス信号は、空間的ダウン・ミックスと総称される。公知のシステムにおいては
、空間的ダウン・ミックスは、品質に関しては５．１入力チャンネルの固定ＩＴＵダウン
・ミックスに匹敵するステレオ画像を有するステレオ・オーディオ信号を成す。ステレオ
設備しか持たないユーザーは、この空間的ステレオ・ダウン・ミックスを聴くことができ
、一方、５．１チャンネル設備を有するリスナーは、この空間的ステレオ・ダウン・ミッ
クスと関連パラメータとによって行われる５．１チャンネル再生を聴くことができる。５
．１チャンネル設備は、空間的ステレオ・ダウン・ミックス（即ち、ステレオ・オーディ
オ信号）と関連パラメータとから５．１チャンネル・オーディオ信号を復号化／再構築す
る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、空間的ステレオ・ダウン・ミックスは、元のステレオ信号または明示的
に生成されるステレオ信号と比較すると質が劣ると考えられることが多い。例えば、プロ
のスタジオ技師は、空間的ステレオ・ダウン・ミックスを多少退屈で面白くないと捉えが
ちであることが多い。このような理由から、空間的ステレオ・ダウン・ミックスと異なる
芸術的ステレオ・ダウン・ミックスが生成されることが多い。例えば、特別な残響または
ソースの追加、ステレオ画像の拡幅などが行われる。ユーザーが芸術的ステレオ・ダウン
・ミックスを楽しむことができるように、空間的ダウン・ミックスではなく、この芸術的
ダウン・ミックスは、送信手段を介して送信するか、または、記憶媒体上に格納すること
ができる。しかしながら、ステレオ信号から５．１信号を生成するパラメータ・データは
、元のダウン・ミックス信号を基本とするため、この方法は、５．１チャンネル・オーデ
ィオ信号再生の質に重大な影響を与える。具体的には、入力５．１チャンネル・オーディ
オ信号は、空間的ステレオ・ダウン・ミックスと関連パラメータとに符号化されたもので
ある。空間的ステレオ・ダウン・ミックスの代わりに芸術的ステレオ・ダウン・ミックス
を使用すれば、空間的ステレオ・ダウン・ミックスは、システムの復号化端ではもはや利
用不可能になる恐れがあり、５．１チャンネル・オーディオ信号の質の高い再構築が不可
能である。
【０００７】
　５．１チャンネル・オーディオ信号の質を向上させる考えられる方法は、空間的ステレ
オ・ダウン・ミックス信号の更なるデータを含めることである。例えば、芸術的ステレオ
・ダウン・ミックスに加えて、空間的ステレオ・ダウン・ミックスを同じビット・ストリ
ーム内に含めることができるか、または、パラレルで送信することができる。しかしなが
ら、これによって、データ転送速度が大幅に速くなり、したがって、通信帯域幅または記
憶要件が大きくなり、符号化されたマルチ・チャンネル信号の質とデータ転送速度との比
率が劣化することになる。
【０００８】
　したがって、マルチ・チャンネル・オーディオ用改良型符号化／復号化システムであれ
ば有利となり、特に、性能、質、および質とデータ転送速度との比率もしくは性能、質、
または質とデータ転送速度との比率の向上を可能にするシステムであれば有利となる。
【０００９】
　したがって、本発明は、単独でまたは何らかの組み合わせで上述した欠点の１つまたは
それ以上を好ましくは緩和するか、軽減するか、または排除しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の第１の態様によれば、Ｎチャンネル・オーディオ信号を符号化するマルチ・チ
ャンネル・オーディオ符号器であって、Ｎチャンネル・オーディオ信号用第１のＭチャン
ネル信号を生成する手段であって、Ｍは、Ｎより小さい手段と、Ｎチャンネル・オーディ
オ信号に対して、第１のＭチャンネル信号用第１の補強データを生成する手段と、Ｎチャ
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ンネル・オーディオ信号用第２のＭチャンネル信号を生成する手段と、第１のＭチャンネ
ル信号に対して、第２のＭチャンネル信号用第２の補強データを生成する補強手段と、第
２のＭチャンネル信号と、第１の補強データと、第２の補強データとを含む符号化出力信
号を生成する手段とを含み、補強手段が、第２のＭチャンネル信号に対して、絶対補強デ
ータとしての第２の補強データの生成、または、相対補強データとして第２の補強データ
の生成とから動的に選択するように構成されるマルチ・チャンネル・オーディオ符号器を
提供する。
【００１１】
　本発明は、マルチ・チャンネル信号の効率的な符号化を可能にすることができる。特に
、質とデータ転送速度との比率が増大した効率的な符号化を達成することができる。本発
明は、第１のＭチャンネル信号に関する補強データに基づいてマルチ・チャンネル生成に
及ぼす影響を低減して１つのＭチャンネル信号が別のＭチャンネル信号に取って代わるこ
とを可能にすることができる。具体的には、空間的ダウン・ミックスに関連した補強デー
タに基づいて復号器にて効率的なマルチ・チャンネル再生を可能にしながら空間的ダウン
・ミックスではなく芸術的ダウン・ミックス送信することができる。補強データの動的選
択によって、補強データの大幅な縮小および生成することができる信号の質の向上もしく
は補強データの大幅な縮小または生成することができる信号の質の向上が可能となる。
【００１２】
　絶対補強データは、第２のＭチャンネル信号を参照することなく第１のＭチャンネル信
号を記述するものであり、一方、相対補強データは、第２のＭチャンネル信号を参照しな
がら第１のＭチャンネル信号を記述するものである。
【００１３】
　第１のＭチャンネル信号および第２のＭチャンネル信号もしくは第１のＭチャンネル信
号または第２のＭチャンネル信号を生成する手段は、Ｎチャンネル信号を処理することに
よって、または、例えば、内部または外部ソースからＭチャンネル信号を受信することに
よって、信号を生成することができる。
【００１４】
　本発明の任意選択的な特長によれば、補強手段は、絶対補強データとしての第２の部分
の生成、または、相対補強データとしての第２の部分の生成からのみ動的に選択するよう
に構成される。
【００１５】
　これは、効率的な性能を可能にすることができ、特に、質とデータ転送速度の比率が向
上した符号化信号を実現することができる。上記の選択は、例えば、Ｎチャンネル信号の
セグメントの特性から導出された１つまたはそれ以上のパラメータを評価することによっ
て、特に、第１のＭチャンネル信号および第２のＭチャンネル信号もしくは第１のＭチャ
ンネル信号または第２のＭチャンネル信号（それ自体、Ｎチャンネル信号から導出するこ
とができる）から導出された１つまたはそれ以上のパラメータに基づいて行うことができ
る。
【００１６】
　本発明の任意選択的な特長によれば、補強手段は、絶対補強データと相対補強データの
相対特性に応答して、絶対補強データと相対補強データとから選択するように構成される
。
【００１７】
　これは、効率的な性能を可能にすることができ、特に、質とデータ転送速度の比率が向
上した符号化信号を実現することができる。あるいは、または、更に、効率的および複雑
性が低い、もしくは効率的または複雑性が低い実行を可能にすることができる。
【００１８】
　本発明の任意選択的な特長によれば、相対特性は、相対補強データの信号エネルギーに
対する絶対補強データの信号エネルギーである。
【００１９】
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　これは、効率的な性能を可能にすることができ、特に、質とデータ転送速度の比率が向
上した符号化信号を実現することができる。あるいは、または、更に、効率的および複雑
性が低い、もしくは効率的または複雑性が低い実行を可能にすることができる。具体的に
は、補強手段は、信号エネルギーが最も低いタイプの補強データを選択することができる
。
【００２０】
　本発明の任意選択的な特長によれば、補強手段は、第２のＭチャンネル信号を信号ブロ
ックに分割し、かつ、各信号ブロックについて絶対補強データと相対補強データとから個
々に選択するように構成される。
【００２１】
　これは、効率的な性能を可能にすることができ、特に、質とデータ転送速度の比率が向
上した符号化信号を実現することができる。あるいは、または、更に、効率的および複雑
性が低い、もしくは効率的または複雑性が低い実行を可能にすることができる。信号ブロ
ックは、時間ドメインおよび周波数ドメインもしくは時間ドメインまたは周波数ドメイン
において分割することができ、かつ、各信号ブロックは、具体的には、時間／周波数タイ
ルの群を含むことができる。信号ブロックへの分割は、第１のＭチャンネル信号およびＮ
チャンネル信号もしくは第１のＭチャンネル信号またはＮチャンネル信号に適用すること
ができる。
【００２２】
　本発明の任意選択的な特長によれば、補強手段は、信号ブロックに関連した特性のみに
基づいて信号ブロックについて絶対補強データと相対補強データとから選択するように構
成される。
【００２３】
　これは、効率的な性能を可能にすることができ、特に、質とデータ転送速度の比率が向
上した符号化信号を実現することができる。あるいは、または、更に、効率的および複雑
性が低い、もしくは効率的または複雑性が低い実行を可能にすることができる。具体的に
は、補強手段は、信号エネルギーが最低であるタイプの補強データを選択することができ
る。
【００２４】
　本発明の任意選択的な特長によれば、補強手段は、絶対補強データとしての前記補強デ
ータの生成と相対補強データとしての前記補強データの生成との切り替えの切り替え時間
間隔中に、絶対補強データと相対補強データの組み合わせとして補強データを生成するよ
うに構成される。
【００２５】
　これは、スイッチングの向上を可能にすることができ、かつ、特に、スイッチングに関
連した人為的影響を低減することができる。音質の向上を達成することができる。切り替
え時間間隔中の組み合わせは、絶対補強データから相対補強データにおよび相対補強デー
タから絶対補強データに、もしくは絶対補強データから相対補強データにまたは相対補強
データから絶対補強データに切り替わるときに適用することができる。組み合わせは、重
複加算法を用いて達成することができる。
【００２６】
　本発明の任意選択的な特長によれば、組み合わせは、絶対補強データと相対補強データ
との間の補間を含む。
【００２７】
　これは、質の高い実際的かつ効率的な実行を可能にすることができる。音質の向上を達
成することができる。
【００２８】
　本発明の任意選択的な特長によれば、符号化出力信号を生成する手段は、相対補強デー
タが使用されるのかそれとも絶対補強データが使用されるのかを示すデータを含むように
構成される。
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【００２９】
　これは、効率的な性能を可能にすることができ、特に、質とデータ転送速度の比率が向
上した符号化信号を実現することができる。あるいは、または、更に、効率的および複雑
性が低い、もしくは効率的または複雑性が低い実行を可能にすることができる。表示デー
タは、具体的には、各信号ブロックについて選択表示を含むことができる。
【００３０】
　本発明の任意選択的な特長によれば、第２の補強データは、補強データの第１の部分と
補強データの第２の部分とを含み、第２の部分は、第１の部分より質の高い第１のＭチャ
ンネル信号表現を行う。
【００３１】
　これは、効率的な性能を可能にすることができ、特に、質とデータ転送速度の比率が向
上した符号化信号を実現することができる。第１の部分は、第２の部分より遅いデータ転
送速度を有することができる。第２の部分は、復号器が第１のＭチャンネル信号を再生す
るのをより正確に可能にするデータを含むことができる。
【００３２】
　本発明の任意選択的な特長によれば、補強手段は、絶対補強データとして、または、相
対補強データとしての第２の部分のみを動的に選択するように構成される。
【００３３】
　これは、効率的な性能を可能にすることができ、特に、質とデータ転送速度の比率が向
上した符号化信号を実現することができる。
【００３４】
　本発明の任意選択的な特長によれば、補強手段は、第１の部分の補強データを第１のＭ
チャンネル信号に適用することによって生成された基準信号に対して、第２の部分の相対
データを生成するように構成される。
【００３５】
　これは、効率的な性能を可能にすることができ、特に、質とデータ転送速度の比率が向
上した符号化信号を実現することができる。
【００３６】
　本発明の別の態様によれば、Ｎチャンネル・オーディオ信号を復号化するマルチ・チャ
ンネル・オーディオ復号器であって、Ｎチャンネル・オーディオ信号用第１のＭチャンネ
ル信号であって、Ｍが、Ｎより小さい信号と、第１のＭチャンネル信号と異なる第２のＭ
チャンネル信号に対するマルチ・チャンネル拡張用第１の補強データと、第１のＭチャン
ネル信号に対する絶対補強データと相対補強データとを含む、第２のＭチャンネル信号に
対する第１のＭチャンネル信号用第２の補強データと、信号ブロックに関する第２の補強
データが絶対補強データであるのかそれとも相対補強データであるのかを示す表示データ
とを含む符号化オーディオ信号を受信する手段と、第１のＭチャンネル信号と第２の補強
データとに応答してＭチャンネル・マルチ・チャンネル拡張信号を生成する生成手段と、
Ｍチャンネル・マルチ・チャンネル拡張信号と、第１の補強データとに応答してＮチャン
ネル復号化信号を生成する手段とを含み、生成手段が、表示データに応答して、絶対補強
データとしての第２の補強データの適用、または、相対補強データとしての第２の補強デ
ータの適用から選択するように構成されるマルチ・チャンネル・オーディオ復号器を提供
する。
【００３７】
　本発明は、効率的かつ高性能なマルチ・チャンネル信号復号化を可能にすることができ
る。特に、特定のデータ転送速度について質が向上した信号の効率的な復号化を達成する
ことができる。本発明は、１つのＭチャンネル信号が、第１のＭチャンネル信号に関係す
る補強データに基づいてマルチ・チャンネル生成に及ぼす影響を低減して別のＭチャンネ
ル信号に取って代わることを可能にすることができる。具体的には、空間的ダウン・ミッ
クスに関連した補強データに基づいて復号器にて効率的なマルチ・チャンネル再生を可能
にしながら空間的ダウン・ミックスではなく芸術的ダウン・ミックス送信することができ
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る。
【００３８】
　絶対補強データは、第１のＭチャンネル信号を参照することなく第２のＭチャンネル信
号を記述し、一方、相対補強データは、第１のＭチャンネル信号を参照しながら第２のＭ
チャンネル信号を記述する。
【００３９】
　本発明の任意選択的な特長によれば、生成手段は、時間ドメインにおいて第２の補強デ
ータを第１のＭチャンネル信号に適用するように構成される。
【００４０】
　これは、効率的な性能を可能にすることができ、特に、特定のデータ転送速度について
質が向上した復号化信号を実現することができる。あるいは、または、更に、効率的およ
び複雑性が低い、もしくは効率的または複雑性が低い実行を可能にすることができる。
【００４１】
　本発明の任意選択的な特長によれば、生成手段は、周波数ドメインにおいて第２の補強
データを第１のＭチャンネル信号に適用するように構成される。
【００４２】
　これは、効率的な性能を可能にすることができ、特に、特定のデータ転送速度について
質が向上した復号化信号を実現することができる。あるいは、または、更に、効率的およ
び複雑性が低い、もしくは効率的または複雑性が低い実行を可能にすることができる。
【００４３】
　特に、多くの実施形態においては、周波数ドメインの適用によって、時間から周波数へ
の変換所要回数を少なくすることができる。周波数ドメインは、例えば、直交ミラーフィ
ルタバンク（ＱＭＦ）ドメインまたは修正離散コサイン変換（ＭＤＣＴ）ドメインとする
ことができる。
【００４４】
　本発明の任意選択的な特長によれば、第２の補強データは、補強データの第１の部分と
補強データの第２の部分とを含み、第２の部分は、第１の部分より質の高い第１のＭチャ
ンネル信号表現を行う。
【００４５】
　これは、効率的な性能を可能にすることができ、特に、特定のデータ転送速度について
質が向上した復号化信号を実現することができる。あるいは、または、更に、効率的およ
び複雑性が低い、もしくは効率的または複雑性が低い実行を可能にすることができる。第
２の部分は、復号器が第１のＭチャンネル信号を再生することをより正確に可能にするデ
ータを含むことができる。
【００４６】
　本発明の任意選択的な特長によれば、生成手段は、絶対補強データとしての第２の部分
の第２の補強データの適用、または、相対補強データとしての第２の部分の第２の補強デ
ータの適用からのみ選択するように構成される。
【００４７】
　これは、効率的な性能を可能にすることができ、特に、特定のデータ転送速度について
質が向上した復号化信号を実現することができる。あるいは、または、更に、効率的およ
び複雑性が低い、もしくは効率的または複雑性が低い実行を可能にすることができる。
【００４８】
　本発明の任意選択的な特長によれば、生成手段は、第１の部分の補強データを第１のＭ
チャンネル信号に適用することによって生成された信号に第２の部分の相対補強データを
適用することによってＭチャンネル・マルチ・チャンネル拡張部を生成するように構成さ
れる。
【００４９】
　これは、効率的な性能を可能にすることができ、特に、特定のデータ転送速度について
質が向上した復号化信号を実現することができる。あるいは、または、更に、効率的およ
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び複雑性が低い、もしくは効率的または複雑性が低い実行を可能にすることができる。
【００５０】
　本発明の別の態様によれば、Ｎチャンネル・オーディオ信号を符号化する方法であって
、Ｎチャンネル・オーディオ信号用第１のＭチャンネル信号を生成するステップであって
、ＭがＮより小さいステップと、Ｎチャンネル・オーディオ信号に対して第１のＭチャン
ネル信号用第１の補強データを生成するステップと、Ｎチャンネル・オーディオ信号用第
２のＭチャンネル信号を生成するステップと、第１のＭチャンネル信号に対して第２のＭ
チャンネル信号用第２の補強データを生成するステップと、第２のＭチャンネル信号と、
第１の補強データと、第２の補強データとを含む符号化出力信号を生成するステップとを
含み、第２の補強データの生成ステップが、第２のＭチャンネル信号に対して、絶対補強
データとしての第２の補強データの生成、または、相対補強データとしての第２の補強デ
ータの生成から動的に選択するステップを含む方法を提供する。
【００５１】
　本発明の別の態様によれば、Ｎチャンネル・オーディオ信号を復号化する方法であって
、Ｎチャンネル・オーディオ信号用第１のＭチャンネル信号であって、ＭがＮより小さい
信号と、第１のＭチャンネル信号と異なる第２のＭチャンネル信号に対するマルチ・チャ
ンネル拡張用第１の補強データと、第１のＭチャンネル信号に対する絶対補強データと相
対補強データとを含む、第２のＭチャンネル信号用第１のＭチャンネル信号に対する第２
の補強データと、信号ブロックに関する第２の補強データが絶対補強データであるのかそ
れとも相対補強データであるのかを示す表示データとを含む符号化オーディオ信号を受信
するステップと、第１のＭチャンネル信号と第２の補強データとに応答してＭチャンネル
・マルチ・チャンネル拡張信号を生成するステップと、Ｍチャンネル・マルチ・チャンネ
ル拡張信号と、第１の補強データとに応答してＮチャンネル復号化信号を生成するステッ
プとを含み、Ｍチャンネル・マルチ・チャンネル拡張信号の生成ステップが、表示データ
に応答して、絶対補強データとしての第２の補強データの適用、または、相対補強データ
としての第２の補強データの適用から選択するステップを含む方法を提供する。
【００５２】
　本発明の別の態様によれば、Ｎチャンネル・オーディオ信号用符号化マルチ・チャンネ
ル・オーディオ信号であって、Ｎチャンネル・オーディオ信号用Ｍチャンネル信号データ
であって、ＭがＮより小さい信号データと、第１のＭチャンネル信号と異なる第２のＭチ
ャンネル信号に対するマルチ・チャンネル拡張用第１の補強データと、第１のＭチャンネ
ル信号に対する絶対補強データと相対補強データとを含む、第２のＭチャンネル信号に対
する第１のＭチャンネル信号用第２の補強データと、信号ブロックに関する第２の補強デ
ータが絶対補強データであるのかそれとも相対補強データであるのかを示す表示データと
を含む符号化マルチ・チャンネル・オーディオ信号を提供する。
【００５３】
　本発明の別の態様によれば、上述したような信号が格納された記憶媒体を提供する。
【００５４】
　本発明の別の態様によれば、上述したようなマルチ・チャンネル・オーディオ符号器を
含む、符号化マルチ・チャンネル・オーディオ信号を送信する送信器を提供する。
【００５５】
　本発明の別の態様によれば、上述したようなマルチ・チャンネル・オーディオ復号器を
含む、マルチ・チャンネル・オーディオ信号を受信する受信器を提供する。
【００５６】
　本発明の別の態様によれば、符号化マルチ・チャンネル・オーディオ信号を送信チャン
ネルを介して受信器に送信する送信器を含む送信システムであって、上述したようなマル
チ・チャンネル・オーディオ符号器を含む送信器と、上述したようなマルチ・チャンネル
・オーディオ復号器を含む受信器とを含む送信システムを提供する。
【００５７】
　本発明の別の態様によれば、符号化マルチ・チャンネル・オーディオ信号を送信する方
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法であって、Ｎチャンネル・オーディオ信号を符号化するステップを含み、符号化するス
テップが、Ｎチャンネル・オーディオ信号用第１のＭチャンネル信号を生成するステップ
であって、ＭがＮより小さいステップと、Ｎチャンネル・オーディオ信号に対して第１の
Ｍチャンネル信号用第１の補強データを生成するステップと、Ｎチャンネル・オーディオ
信号用第２のＭチャンネル信号を生成するステップと、第１のＭチャンネル信号に対して
第２のＭチャンネル信号用第２の補強データを生成するステップと、第２のＭチャンネル
信号と、第１の補強データと、第２の補強データとを含む、符号化出力信号を生成するス
テップとを含み、第２の補強データの生成ステップが、第２のＭチャンネル信号に対して
、絶対補強データとしての第２の補強データの生成、または、相対補強データとしての第
２の補強データの生成から動的に選択するステップを含む方法を提供する。
【００５８】
　本発明の別の態様によれば、符号化マルチ・チャンネル・オーディオ信号を受信する方
法であって、符号化マルチ・チャンネル・オーディオ信号を復号化するステップを含み、
復号化するステップが、Ｎチャンネル・オーディオ信号用第１のＭチャンネル信号であっ
て、ＭがＮより小さい信号と、第１のＭチャンネル信号と異なる第２のＭチャンネル信号
に対するマルチ・チャンネル拡張用第１の補強データと、第１のＭチャンネル信号に対す
る絶対補強データと相対補強データとを含む、第２のＭチャンネル信号に対する第１のＭ
チャンネル信号用第２の補強データと、信号ブロックに関する第２の補強データが絶対補
強データであるのかそれとも相対補強データであるのかを示す表示データとを含む符号化
マルチ・チャンネル・オーディオ信号を受信するステップと、第１のＭチャンネル信号と
第２の補強データとに応答してＭチャンネル・マルチ・チャンネル拡張信号を生成する生
成ステップと、Ｍチャンネル・マルチ・チャンネル拡張信号と、第１の補強データとに応
答してＮチャンネル復号化信号を生成するステップとを含み、Ｍチャンネル・マルチ・チ
ャンネル拡張信号の生成ステップが、表示データに応答して、絶対補強データとしての第
２の補強データの適用、または、相対補強データとしての第２の補強データの適用から選
択するステップを含む方法を提供する。
【００５９】
　本発明の別の態様によれば、オーディオ信号を送受信する方法であって、Ｎチャンネル
・オーディオ信号用第１のＭチャンネル信号を生成するステップであって、ＭがＮより小
さいステップと、Ｎチャンネル・オーディオ信号に対して第１のＭチャンネル信号用第１
の補強データを生成するステップと、Ｎチャンネル・オーディオ信号用第２のＭチャンネ
ル信号を生成するステップと、第１のＭチャンネル信号に対して第２のＭチャンネル信号
用第２の補強データを生成するステップであって、第２のＭチャンネル信号に対して、絶
対補強データとしての第２の補強データの生成、または、相対補強データとしての第２の
補強データの生成から動的に選択するステップを含むステップと、第２のＭチャンネル信
号と、第１の補強データと、第２の補強データとを含む符号化出力信号を生成するステッ
プとを含む、Ｎチャンネル・オーディオ信号を符号化するステップと；送信器から受信器
に符号化出力信号を送信するステップと；受信器にて符号化出力信号を受信するステップ
と；第２のＭチャンネル信号と第２の補強データとに応答してＭチャンネル・マルチ・チ
ャンネル拡張信号を生成するステップであって、絶対補強データとしての第２の補強デー
タの適用、または、相対補強データとしての第２の補強データの適用から選択するステッ
プを含むステップと、Ｍチャンネル・マルチ・チャンネル拡張信号と第１の補強データに
応答してＮチャンネル復号化信号を生成するステップとを含む、符号化出力信号を復号化
するステップとを含む方法を提供する。
【００６０】
　本発明の別の態様によれば、上述した方法のステップをプロセッサに実行させるように
動作するコンピュータプログラムを提供する。
【００６１】
　本発明の別の態様によれば、上述したようなマルチ・チャンネル・オーディオ符号器を
含むマルチ・チャンネルオーディオレコーダを提供する。
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【００６２】
　本発明の別の態様によれば、上述したようなマルチ・チャンネル・オーディオ復号器を
含むマルチ・チャンネルオーディオプレーヤ（６０）を提供する。
【００６３】
　本発明の上記およびその他の態様、特長および利点は、以下で説明する実施形態から明
らかになるであろうし、かつ、以下で説明する実施形態を参照すれば明らかにされるであ
ろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００６４】
　本発明の種々の実施形態を、例としてのみ、図面を参照しながら説明する。
【００６５】
　以下の説明は、５．１チャンネルから２チャンネルへの符号器および２チャンネルから
５．１チャンネルの復号器もしくは５．１チャンネルから２チャンネルの符号器または２
チャンネルから５．１チャンネルの復号器に適用可能な本発明の実施形態が中心となって
いる。しかしながら、本発明は、この適用に限定されないことが理解されるであろう。
【００６６】
　図１は、本発明の一部の実施形態によるマルチ・チャンネル・オーディオ符号器１０の
実施形態のブロック図を示す。このマルチ・チャンネル・オーディオ符号器１０は、Ｎ個
のオーディオ信号１０１をＭ個のオーディオ信号１０２と関連パラメータ・データ１０４
、１０５とに符号化するために構成される。これにおいては、ＭとＮは、整数であり、Ｎ
＞Ｍ、かつ、Ｍ≧１である。マルチ・チャンネル・オーディオ符号器１０の例は、Ｎは、
６、即ち、５＋１チャンネルに等しく、Ｍは、２に等しい５．１チャンネルから２チャン
ネルへの符号器である。このようなマルチ・チャンネル・オーディオ符号器は、５．１チ
ャンネル入力オーディオ信号を２チャンネル出力オーディオ信号、例えば、ステレオ出力
オーディオ信号と関連パラメータとに符号化する。マルチ・チャンネル・オーディオ符号
器１０の他の例は、５．１チャンネルから１チャンネルへの符号器、６．１チャンネルか
ら２チャンネルへの符号器、６．１チャンネルから１チャンネルへの符号器、７．１チャ
ンネルから２チャンネルへの符号器、７．１チャンネルから１チャンネルへの符号器であ
る。また、ＮがＭより大きい限り、かつ、Ｍが１より大きいか、または１に等しい限り、
ＮとＭについて他の値を有する符号器が可能である。
【００６７】
　符号器１０は、第１の符号化装置１１０と、それに連結された状態で、第２の符号化装
置１２０を含む。第１の符号化装置１１０は、Ｎ個の入力オーディオ信号１０１を受信し
て、Ｎ個のオーディオ信号１０１をＭ個のオーディオ信号１０２と第１の関連パラメータ
・データ１０４に符号化する。Ｍ個のオーディオ信号１０２と第１の関連パラメータ・デ
ータ１０４は、Ｎ個のオーディオ信号１０１を表す。第１の装置１１０によって行われる
ようなＭ個のオーディオ信号１０２へのＮ個のオーディオ信号１０１の符号化は、ダウン
・ミックスともいうことができ、Ｍ個のオーディオ信号１０２は、空間的ダウン・ミック
ス１０２ともいうことができる。装置１１０は、マルチ・チャンネル・オーディオ信号１
０１をモノまたはステレオ・ダウン・ミックス・オーディオ信号１０２と関連パラメータ
１０４に符号化する従来のパラメータ系マルチ・チャンネル・オーディオ符号器とするこ
とができる。関連パラメータ１０４によって、復号器は、モノまたはステレオ・ダウン・
ミックス・オーディオ信号１０２からマルチ・チャンネル・オーディオ信号１０１を再構
築することができる。なお、ダウン・ミックス１０２は、３つ以上のチャンネルを有する
こともできる。
【００６８】
　第１の装置１１０は、空間的ダウン・ミックス１０２を第２の装置１２０に供給する。
第２の装置１２０は、空間的ダウン・ミックス１０２から、第２の関連パラメータ・デー
タ１０５の形で第２の補強データを生成する。第２の関連パラメータ・データ１０５は、
空間的ダウン・ミックス１０２を表す、即ち、これらのパラメータ１０５は、復号器が例
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えば、空間的ダウン・ミックス１０２に似た信号を合成することによって空間的ダウン・
ミックス１０２の少なくとも一部を再構築することを可能にする空間的ダウン・ミックス
１０２の特性を含む。関連パラメータ・データは、第１および第２の関連パラメータ・デ
ータ１０４、１０５を含む。
【００６９】
　第２の関連パラメータ・データ１０５は、Ｋ個（Ｍ個）の更なるオーディオ信号１０３
からの空間的ダウン・ミックス１０２の再構築を可能にする修正パラメータを含む。この
ようにして、復号器は、空間的ダウン・ミックス１０２のなお一層良好な再構築を行うこ
とができる。この再構築は、代替ダウン・ミックス１０３、即ち、芸術的ダウン・ミック
スなど、Ｋ個の更なるオーディオ信号１０３に基づいて行なうことができる。復号器は、
代替ダウン・ミックス信号１０３が空間的ダウン・ミックス１０２により酷似するように
修正パラメータを代替ダウン・ミックス信号１０３に適用することができる。
【００７０】
　第２の装置１２０は、入力として、代替ダウン・ミックス１０３を受信することができ
る。代替ダウン・ミックス１０３は、符号器１０の外部にあるソース（図１に示すような
）から受信することができるか、あるいは、代替ダウン・ミックス１０３は、例えば、Ｎ
個のオーディオ信号１０１から、符号器１０（図示せず）の内側に生成することができる
。第２の装置１２０は、空間的ダウン・ミックス１０２の少なくとも一部を代替ダウン・
ミックス１０３と比較して、空間的ダウン・ミックス１０２と代替ダウン・ミックス１０
３の差、例えば、空間的ダウン・ミックス１０２の特性と代替ダウン・ミックス１０３の
特性の差を表す修正パラメータ１０５を生成することができる。この例においては、代替
ダウン・ミックス１０３は、具体的には、空間的ダウン・ミックスに関連した芸術的ダウ
ン・ミックスである。
【００７１】
　この例においては、第２の装置１２０は、代替ダウン・ミックス１０３を参照すること
なく空間的ダウン・ミックス１０２を直接に表す絶対値として修正パラメータを更に生成
することができる。更に、第２の装置１２０は、符号化出力信号について相対修正パラメ
ータと絶対修正パラメータとから選択する機能性を含む。具体的には、この選択は、動的
に行われ、信号およびパラメータ・データもしくは信号またはパラメータ・データによっ
て、個々の信号ブロックについて行なうことができる。
【００７２】
　更に、第２の装置１２０は、符号化信号の異なる信号セクションについてどの修正パラ
メータ（絶対または相対）が使用されたのかの表示を含める機能性を含むことができる。
例えば、各信号ブロックについて、データ・ビットを含めて、その信号ブロックについて
、相対パラメータまたは絶対パラメータが含まれているのか示すことができる。
【００７３】
　修正パラメータ１０５は、分散、共分散、および相関などの１つまたはそれ以上の統計
的な信号特性（の差）、またはこれらの特性、またはダウン・ミックス信号（の差）の比
率を含むことが好ましい。なお、信号の分散は、その信号のエネルギーまたは電力と同等
である。これらの統計的な信号特性によって、空間的ダウン・ミックスの良好な再構築が
可能である。
【００７４】
　図２は、本発明の一部の実施形態によるマルチ・チャンネル・オーディオ復号器２０の
実施形態のブロック図を示す。復号器２０は、Ｋ個のオーディオ信号１０３と関連パラメ
ータ・データ１０４、１０５とをＮ個のオーディオ信号２０３に復号化するように構成さ
れる。これにおいては、ＫとＮは、整数であり、Ｎ＞Ｋ、Ｋ≧１である。Ｋ個のオーディ
オ信号１０３、即ち、代替ダウン・ミックス１０３と関連パラメータ・データ１０４、１
０５は、Ｎ個のオーディオ信号２０３、即ち、マルチ・チャンネル・オーディオ信号２０
３を表す。マルチ・チャンネル・オーディオ復号器２０の例は、Ｎが６、即ち、５＋１チ
ャンネルに等しく、Ｋが２に等しい２チャンネルから５．１チャンネルへの復号器である
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。このようなマルチ・チャンネル・オーディオ復号器は、２チャンネル入力オーディオ信
号、例えば、ステレオ入力オーディオ信号と関連パラメータとを５．１チャンネル出力オ
ーディオ信号に復号化する。マルチ・チャンネル・オーディオ復号器２０の他の例は、１
チャンネルから５．１チャンネルへの復号器、２チャンネルから６．１チャンネルへの復
号器、１チャンネルから６．１チャンネルへの復号器、２チャンネルから７．１チャンネ
ルへの復号器、１チャンネルから７．１チャンネルへの復号器である。また、ＮがＫより
大きい限り、かつ、Ｋが１より大きいか、または１に等しい限り、ＮとＫについて他の値
を有する復号器が可能である。
【００７５】
　マルチ・チャンネル・オーディオ復号器２０は、第１の装置２１０と、それに連結され
た状態で、第２の装置２２０とを含む。第１の装置２１０は、代替ダウン・ミックス１０
３と修正パラメータ１０５の形である補強データとを受信し、代替ダウン・ミックス１０
３と修正パラメータ１０５とから、Ｍ個の更なるオーディオ信号２０２、即ち、空間的ダ
ウン・ミックス２０２、または、その近似値を再構築する。これにおいては、Ｍは、整数
であり、Ｍ≧１である。修正パラメータ１０５は、空間的ダウン・ミックス２０２を表す
。第１の装置２１０は、具体的には、修正パラメータ１０５が 絶対修正パラメータまた
は相対修正パラメータであるかを判断し、相応にパラメータを適用するように構成される
。具体的には、第１の装置２１０は、個々の信号ブロックに関する修正パラメータ１０５
が受信ビットストリームの明示的データに基づいて相対パラメータまたは絶対パラメータ
であるか判断することができる。例えば、パラメータがその信号ブロックにおいて絶対修
正パラメータまたは相対修正パラメータであるかを示す各信号ブロックについて単一のデ
ータビットを含むことができる。
【００７６】
　第２の装置２２０は、第１の装置２１０と修正パラメータ１０４とから空間的ダウン・
ミックス２０２を受信する。第２の装置２２０は、空間的ダウン・ミックス２０２と修正
パラメータ１０４とをマルチ・チャンネル・オーディオ信号２０３に復号化する。第２の
装置２２０は、モノまたはステレオ・ダウン・ミックス・オーディオ信号２０２と関連パ
ラメータ１０４をマルチ・チャンネル・オーディオ信号２０３とに復号化する従来のパラ
メータ系マルチ・チャンネル・オーディオ復号器とすることができる。
【００７７】
　第１の装置２１０は、入力信号１０３から信号２０２を再構築することが必要または望
ましいか判断するように構成される。このような再構築は、代替ダウン・ミックス１０３
ではなく、空間的ダウン・ミックス信号２０２が第１の装置２１０に供給されるときには
適用不可能である場合がある。第１の装置２１０は、入力信号１０３から、修正パラメー
タ１０５に含まれるのと類似のまたは同じ信号特性を生成することによって、かつ、これ
らの生成された信号特性を修正パラメータ１０５と比較することによってこれを判断する
ことができる。この比較によって生成信号特性が修正パラメータ１０５と等しいかまたは
実質的に等しいとわかった場合、入力信号１０３は、空間的ダウン・ミックス信号２０２
と十分に類似するものであり、第１の装置２１０は、入力信号１０３を第２の装置２２０
に転送することができる。この比較によって生成信号特性が修正パラメータ１０５と等し
くないかまたは実質的に等しくないとわかった場合、入力信号１０３は、空間的ダウン・
ミックス信号２０２に十分に類似するものではなく、第１の装置２１０は、入力信号１０
３と修正パラメータ１０５とから空間的ダウン・ミックス信号２０２を再構築／近似処理
することができる。
【００７８】
　第１の装置２１０は、代替ダウン・ミックスから、代替ダウン・ミックス１０３を表す
更なる修正パラメータ／特性を生成することができる。このような場合、第１の装置２１
０は、代替ダウン・ミックス１０３と修正パラメータ１０５および更なる修正パラメータ
（の差）とから空間的ダウン・ミックス２０２を再構築することができる。
【００７９】
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　修正パラメータ１０５と更なる修正パラメータは、それぞれ、空間的ダウン・ミックス
２０２、代替ダウン・ミックス１０３の統計的特性を含むことができる。分散、相関、共
分散などのこれらの統計的特性によって、これらのパラメータの導出元である信号が良好
に表される。これらの統計的特性は、関連特性が修正パラメータ１０５内に含まれる特性
と適合するように代替ダウン・ミックスを変換させることによって空間的ダウン・ミック
ス２０２を再構築する際に有用である。
【００８０】
　図３は、本発明の一部の実施形態による送信システム７０の実施形態のブロック図を示
す。送信システム７０は、送信チャンネル３０、例えば、有線または無線通信リンクを介
して符号化マルチ・チャンネル・オーディオ信号を受信器５０に送信する送信器４０を含
む。送信器４０は、上述したように、マルチ・チャンネル・オーディオ信号１０１を、空
間的ダウン・ミックス１０２と、関連パラメータ１０４、１０５とに符号化するマルチ・
チャンネル・オーディオ符号器１０を含む。送信器４０は、パラメータ１０４、１０５と
、空間的ダウン・ミックス１０２または代替ダウン・ミックス１０３とを含む符号化マル
チ・チャンネル・オーディオ信号を送信チャンネル３０を介して受信器５０に送信する手
段４１を更に含む。受信器５０は、符号化マルチ・チャンネル・オーディオ信号を受信す
る手段５１と、上述したように、代替ダウン・ミックス１０３または空間的ダウン・ミッ
クス１０２と関連パラメータ１０４、１０５とをマルチ・チャンネル・オーディオ信号２
０３に復号化するマルチ・チャンネル・オーディオ復号器２０を含む。
【００８１】
　図４は、本発明の一部の実施形態によるマルチ・チャンネル・オーディオプレーヤ／レ
コーダ６０の実施形態のブロック図を示す。オーディオプレーヤ/レコーダ６０は、本発
明の一部の実施形態によるマルチ・チャンネル・オーディオ復号器２０およびマルチ・チ
ャンネル・オーディオ符号器１０もしくは本発明の一部の実施形態によるマルチ・チャン
ネル・オーディオ復号器２０またはマルチ・チャンネル・オーディオ符号器１０を含む。
オーディオプレーヤ/レコーダ６０は、独自の記憶装置、例えば、固体メモリまたはハー
ドディスクを有することができる。また、オーディオプレーヤ/レコーダ６０は、（記録
可能）ＤＶＤディスクまたは（記録可能）ＣＤディスクなどの着脱式記憶手段を容易にす
ることができる。代替ダウン・ミックス１０３とパラメータ１０４、１０５とを含む格納
された符号化マルチ・チャンネル・オーディオ信号は、復号器２０によって復号化して、
オーディオプレーヤ/レコーダ６０によってプレイつまり再生することができる。符号器
１０は、記憶手段上での格納に向けてマルチ・チャンネル・オーディオ信号を復号化する
ことができる。
【００８２】
　図５は、本発明の一部の実施形態によるマルチ・チャンネル・オーディオ符号器１０の
ブロック図を示す。図５の符号器は、具体的には、図１の符号器１０とすることができる
。符号器１０は、第１の装置１１０と、それに連結された状態で、第２の装置１２０とを
含む。第１の装置１１０は、それぞれ、左前、左後、右前、右後、中央を含む５.１マル
チ・チャンネル・オーディオ信号１０１と、低周波補強オーディオ信号ｌｆ、ｌｒ、ｒｆ
、ｒｒ、ｃｏ、ｌｆｅを受信する。第２の装置１２０は、それぞれ、左芸術的オーディオ
信号と右芸術的オーディオ信号ｌａ、ｒａとを含む芸術的ステレオ・ダウン・ミックス１
０３を受信する。マルチ・チャンネル・オーディオ信号１０１と芸術的ダウン・ミックス
１０３は、時間ドメイン・オーディオ信号である。第１および第２の装置１１０、１２０
においては、これらの信号１０１、１０３は、セグメント化されて、周波数ドメインに変
換される。
【００８３】
　第１の装置１１０においては、パラメータ・データ１０４を３段階で導出する。第１の
段階においては、３対のオーディオ信号ｌｆとｒｆ、ｒｆとｒｒ、ｃｏとｌｆｅをそれぞ
れセグメント化して、セグメント化信号を、それぞれ、セグメント化・変換装置１１２、
１１３、１１４において周波数ドメインに変換させる。セグメント信号の結果的に得られ
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る周波数ドメイン表現は、それぞれ、周波数ドメイン信号Ｌｆ、Ｌｒ、Ｒｆ、Ｒｒ、Ｃｏ
、ＬＦＥとして示される。第２の段階においては、３対のこれらの周波数ドメイン信号Ｌ
ｆとＬｒ、ＲｆとＲｒ、ＣｏとＬＦＥを、それぞれ、ダウン・ミキサ１１５、１１６、１
１７においてダウンミックス処理して、それぞれ、モノ・オーディオ信号Ｌ、Ｒ、Ｃと、
それぞれ、関連パラメータ１４１、１４２、１４３とを生成する。ダウン・ミキサ１１５
、１１６、１１７は、従来のＭＰＥＧ４パラメータ系ステレオ符号器とすることができる
。最後に、第３の段階において、３つのモノ・オーディオ信号Ｌ、Ｒ、Ｃをダウン・ミキ
サ１１８内でダウン・ミックス処理して空間的ステレオ・ダウン・ミックス１０２と関連
パラメータ１４４とを取得する。空間的ダウン・ミックス１０２は、信号ＬｏとＲｏを含
む。
【００８４】
　パラメータ・データ１４１、１４２、１４３、１４４は、第１の関連パラメータ・デー
タ１０４の形で第１の補強データ内に含まれる。パラメータ・データ１０４と空間的ダウ
ン・ミックス１０２は、５.１入力信号１０１を表す。
【００８５】
　第２の装置においては、それぞれ、オーディオ信号ｌａとｒａによって時間ドメインに
おいて表される芸術的ダウン・ミックス信号１０３は、まず、セグメント化装置１２１内
でセグメント化される。結果的に得られるセグメント化オーディオ信号１２７は、それぞ
れ、信号ｌａｓとｒａｓを含む。次に、このセグメント化オーディオ信号１２７は、変換
器１２２によって周波数ドメインに変換される。結果的に得られる周波数ドメイン信号１
２６は、信号ＬａとＲａを含む。最後に、セグメント化された芸術的ダウン・ミックス１
０３の周波数ドメイン表現である周波数ドメイン信号１２６とセグメント化空間的ダウン
・ミックス１０２の周波数ドメイン表現は、発生器１２３に供給され、発生器１２３は、
芸術的ダウン・ミックス１０３が空間的ダウン・ミックス１０２により酷似するように、
復号器が芸術的ダウン・ミックス１０３を修正／変換することを可能にする修正パラメー
タ１０５の形で更なる（第２の）補強データを生成する。
【００８６】
　特定の例においては、また、セグメント化時間ドメイン信号１２７は、セレクター１２
４に供給される。セレクター１２４への他の２つの入力は、空間的ステレオ・ダウン・ミ
ックス１０２の周波数ドメイン表現と制御信号１２８である。制御信号１２８は、セレク
ター１２４が芸術的ダウン・ミックス１０３または空間的ダウン・ミックス１０２を符号
化マルチ・チャンネル・オーディオ信号の一部として出力するべきであるか判断する。空
間的ダウン・ミックス１０２は、芸術的ダウン・ミックスがないときに選択することがで
きる。制御信号１２８は、手作業で設定することができるか、または、芸術的ダウン・ミ
ックス１０３の存在を感知することによって自動的に生成することができる。制御信号１
２８は、対応する復号器２０が後述するように制御信号１２８を利用することができるよ
うにパラメータ・ビット・ストリーム内に含めることができる。したがって、この例示的
な符号器によって、空間的ダウン・ミックス１０２または芸術的ダウン・ミックス１０３
を含む信号を生成することができる。
【００８７】
　セレクター１２４の出力信号１０２、１０３は、信号ｌｏとｒｏとして示される。芸術
的ステレオ・ダウン・ミックス１２７がセレクター１２４によって出力されなければなら
ない場合、セグメント化時間ドメイン信号ｌａｓとｒａｓは、重複加算によってセレクタ
ー１２４内で信号ｌｏとｒｏに結合される。空間的ステレオ・ダウン・ミックス１０２が
制御信号１２８によって表示されるように出力されなければならない場合、セレクター１
２４は、信号ＬｏとＲｏを時間ドメインに変換して、重複加算によって信号ｌｏとｒｏに
結合する。時間ドメイン信号ｌｏとｒｏは、５.１チャンネルから２チャンネルへの符号
器１０のステレオ・ダウン・ミックスを成す。
【００８８】
　発生器１２３を以下で更に詳細に説明する。発生器１２３の機能は、第２の補強データ
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、具体的には、芸術的ダウン・ミックス１０３がある意味で元の空間的ダウン・ミックス
１０２に類似するように、芸術的ダウン・ミックス１０３の変換を記述する修正パラメー
タを判断することである。
【００８９】
　一般に、この変換は、以下のように記述することができる。

ここで、

と

は、芸術的ダウン・ミックス１０３の左右のチャンネルの時間／周波数タイルのサンプル
を含むベクトルであり、

と

は、修正芸術的ダウン・ミックスの左右のチャンネルの時間／周波数タイルのサンプルを
含むベクトルであり、

は、任意選択的補助チャンネルの時間／周波数タイルのサンプルを含み、

は、変換行列である。なお、任意のベクトル

が、列ベクトルと定義される。修正芸術的ダウン・ミックスは、元の空間的ダウン・ミッ
クス１０２と類似するように、この変換によって変換される芸術的ダウン・ミックス１０
３である。補助チャンネル

は、説明するシステムにおいては、空間的ダウン・ミックス信号またはその低周波コンテ
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ンツである。
【００９０】
　（Ｎ＋２）×２変換行列

は、修正芸術的ダウン・ミックスへの芸術的ダウン・ミックス１０３と補助チャンネルの
変換を記述する。変換行列

またはその要素は、復号器２０が変換行列

の少なくとも一部を再構築することができるように修正パラメータ１０５に含まれること
が好ましい。その後、復号器２０は、変換行列

を芸術的ダウン・ミックス１０３に適用して空間的ダウン・ミックス１０２を再構築する
ことができる（以下で説明するように）。
【００９１】
　あるいは、修正パラメータ１０５は、信号特性、例えば、空間的ダウン・ミックス１０
２のエネルギーまたは電力値および相関値もしくはエネルギーまたは電力または相関値を
含む。その後、復号器２０は、芸術的ダウン・ミックス１０３から当該の信号特性を生成
することができる。空間的ダウン・ミックス１０２と芸術的ダウン・ミックス１０３の信
号特性によって、復号器２０は、変換行列

（以下で説明）を構築し、かつ、それを芸術的ダウン・ミックス１０３に適用して空間的
ダウン・ミックス１０２を再構築することができる（やはり以下で説明）。
【００９２】
　具体的には、発生器１２３は、相対修正データも絶対修正データも生成し、かつ、個々
の信号ブロック（またはセグメント）についてこのデータから選択するように構成される
。したがって、符号化信号に関する修正パラメータ１０５は、異なる信号ブロックに向け
て絶対修正データも相対修正データも含む。絶対修正データとは対照的に、相対修正デー
タは、芸術的ダウン・ミックス１０３に対して空間的ダウン・ミックス１０２を記述する
。具体的には、相対修正データは、空間的ダウン・ミックス・サンプルに（より密接に）
対応するように芸術的ダウン・ミックス・サンプルを修正することを可能にする差分デー
タとすることができ、一方、絶対ダウン・ミックス・データは、芸術的ダウン・ミックス
・サンプルを参照または芸術的ダウン・ミックス・サンプルに依存することなく、直接、
空間的ダウン・ミックス・サンプルに対応することができる。
【００９３】
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　以下を含め、元のステレオ・ダウン・ミックス１０２に似るように芸術的ダウン・ミッ
クス１０３を修正する方法が幾つかあることが理解されるであろう。
Ｉ．波形の適合。
ＩＩ．統計的特性の適合。
【００９４】
　　ａ．左右のチャンネルのエネルギーまたは電力の適合。
【００９５】
　　ｂ．左右のチャンネルの共分散行列の適合。
ＩＩＩ．左右のチャンネルのエネルギーまたは電力の拘束下での波形の可能な最良の適合
を取得する。
ＩＶ．上述した方法ＩからＩＩＩを混合する。
【００９６】
　明確にするために、（１）の補助チャンネル

は、変換行列

を

のように書くことができるように初めは考慮されず、相対補強データは、例えば、以下と
して生成することができる。
Ｉ．波形適合（方法Ｉ）
【００９７】
　芸術的ダウン・ミックス１０３と空間的ダウン・ミックス１０２の波形の適合は、修正
芸術的ダウン・ミックスの左信号も右信号も芸術的ステレオ・ダウン・ミックス１０３の
左右の信号の線形結合として表すことによって得ることができる。

【００９８】
　その後、（２）の行列

は、以下のように書くことができる。
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【００９９】
　パラメータα１、α２、β１およびβ２を選ぶ方法は、空間的ダウン・ミックス信号Ｌ

ｓとＲｓとその推定値（即ち、修正芸術的ダウン・ミックス信号

と

）とのユークリッド距離の２乗を最小限に抑えることである。したがって、

および

ＩＩ．統計的特性の適合（方法ＩＩ）
【０１００】
　方法ＩＩ．ａ：左右の信号のエネルギーを適合させることをここで論じる。それぞれ、

と

によって示す、修正左芸術的ダウン・ミックス信号と修正右芸術的ダウン・ミックス信号
をここで以下の要領で計算する。
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ここで、真のパラメータの場合、αとβは、以下によって示される。

その結果、変換行列

は、以下のように書くことができる。

【０１０１】
　これらの選択で、それぞれ、信号

と

は、それぞれ、信号

と
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【０１０２】
　方法ＩＩ．ｂ：芸術的ステレオ・ダウン・ミックス１０３と空間的ダウン・ミックス１
０２の共分散行列を適合させるには、これらの行列を以下のように固有値分解を使用して
分解することができる。

ここで、芸術的ステレオ・ダウン・ミックス１０３の共分散行列

は、以下によって示される。

は、ユニタリ行列であり、

は、対角行列である。

は、空間的ステレオ・ダウン・ミックス１０２の共分散行列であり、

は、ユニタリ行列であり、

は、対角行列である。

を計算するとき、２つの相互無相関信号
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と

が得られ（行列

との乗算により）、これらの信号は、単位エネルギー（行列

のにより）を有する。

を計算することによって、まず、

の共分散行列は、恒等行列、即ち、

に等しい共分散行列に変換される。いずれかの任意のユニタリ行列

を適用すれば、共分散構造が変えられないことになり、

を適用すると、結果的に、空間的ステレオ・ダウン・ミックス１０２と等しい共分散構造
が得られる。
【０１０３】
　行列

と信号
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と

を以下のように定義してみよう。

【０１０４】
　行列

は、可能な最良の波形適合が、最小のユークリッド距離２乗に関して、信号

と

と信号

と

との間で得られるように選ぶことができ、

と
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は、（１１）によって示される。

に関するこの選択については、統計的方法内での波形適合を用いることができる。
【０１０５】
　（１２）から、変換行列

は、以下によって示されることがわかる。

ＩＩＩ．エネルギー拘束下での最良の波形適合（方法ＩＩＩ）
【０１０６】
　（３）を仮定すると、パラメータα１、α２、β１およびβ２は、エネルギー拘束下で
（４）と（５）を最小限に抑えることによって得ることができる。

ＩＶ．混合方法（方法ＩＶ）
【０１０７】
　異なる方法の混合に関して、可能な組み合わせとして、方法ＩＩ．ａと方法ＩＩ．ｂの
混合または方法ＩＩ．ａと方法ＩＩＩの混合が挙げられる。以下のように進むことができ
る。
ａ）方法ＩＩ．ｂ／ＩＩＩを使用したときに得られる

と

間と

と

間の波形適合が良好である場合、方法ＩＩ．ｂ／ＩＩＩを使用する。
ｂ）この波形適合が不良である場合、方法ＩＩ．ａを使用する。
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漸進的な移行を確保する。
【０１０８】
　これを、数学的に以下のように表すことができる。
【０１０９】
　（３）と（２）を使用して、変換行列

を以下のように一般的な形で書くことができる。

【０１１０】
　この行列は、２つのベクトル

と

を使用して以下のように書き換えることができる。

【０１１１】
　方法ＩＩ．ｂまたは方法ＩＩＩのいずれかを使用して得られた

と

の波形適合の質は、

で表される。以下のように定義される。
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【０１１２】
　方法ＩＩ．ｂまたは方法ＩＩＩのいずれかを使用して得られた

と

の波形適合の質は、

で表される。以下のように定義される。

【０１１３】
　

と

は両方とも、０と１の間にある。左チャンネルの混合係数

と右チャンネルの混合係数

は、以下のように定義することができる。
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ここで、

、

、

、

は、０と１の間の値であり、

、

である。方程式（２０）は、混合係数

と

が０と１の間であることを確保するものである。
【０１１４】
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　方法ＩＩ．ａ、ＩＩ．ｂ、ＩＩＩの変換行列

は、それぞれ、（８）によって示めされる

、（１４）によって示される

、

と定義しよう。各変換行列は、以下のように２つのベクトルで分割することができ、これ
は、（１７）における

の分割に似たものである。

【０１１５】
　方法ＩＩ．ａと方法ＩＩ．ｂを混合する変換行列

は、以下のように得られる。

【０１１６】
　方法ＩＩ．ａと方法ＩＩＩを混合する変換行列

は、以下のように得られる。
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　ここで、２つの補強層チャンネルに対応する２つの補助チャンネルを考慮すると、上記
の方程式（１）は、以下のように書き換えることができる。

ここで、

と

（前と同様）は、それぞれ、芸術的ダウン・ミックスの左右のチャンネルの時間／周波数
タイルのサンプルを含み、

と

は、それぞれ、修正芸術的ダウン・ミックスの左右のチャンネルの時間／周波数タイルの
サンプルを含み、

と

は、補強層信号の時間／周波数タイルのサンプルを含む。したがって、４×２変換行列Ｔ
'は、芸術的ダウン・ミックスと補強層信号から修正芸術的ダウン・ミックスへの変換を
記述する。方程式（１）に関して、ここで使用される２つのみの補助チャンネルは、補強
層信号

と
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である。
【０１１８】
　特定の例示的なシステムにおいては、第２の補強層は、２つの異なるタイプのデータを
含むことができる。
【０１１９】
　第１のタイプのデータは、方程式（１）の行列Ｔ内に含まれたパラメータを含む。これ
らのパラメータは、この例においては、信号帯域全体について計算され、ある意味で空間
的ダウン・ミックスに似るように芸術的ステレオ・ダウン・ミックスを変換させるもので
ある。したがって、この種のパラメータは、元の空間的ダウン・ミックスにより酷似する
修正芸術的ダウン・ミックスを実現することができるが、（必ずしも）復号器が空間的ダ
ウン・ミックスを正確に生成することを可能にするわけではない。各時間／周波数タイル
については、４つのパラメータのみが必要であり、即ち、Ｔの値が必要とされる（Ｔ１１
、Ｔ１２、Ｔ２１、Ｔ２２）。これらのパラメータは、絶対コーディングまたは差分コー
ディングすることができ、符号器１０は、具体的には絶対符号化と差分符号化との間で切
り替わることができる。
【０１２０】
　第２のタイプのデータは、実際の空間的ダウン・ミックスに対応するものであり、この
特定の例においては、空間的ダウン・ミックスの帯域限定バージョンの表現である。具体
的には、このタイプのデータは、空間的ダウン・ミックスの低周波部分（例えば、１．７
ｋＨｚを下回る周波数）を表す。これによって、同じ、例えば、統計的特性を有する信号
をただ生成するのではなく、復号器にて空間的ダウン・ミックスのこの部分を非常に正確
に再構築することが可能になる（行列Ｔの場合と同様に）。この種のデータは、芸術的ダ
ウン・ミックスに絶対的にまたは相対的にコーディングすることができる。具体的には、
このタイプのデータを差分符号化することができる。例えば、変換行列Ｔを芸術的ダウン
・ミックスに適用すると（例えば、方程式（２６）を参照されたい）、その信号と空間的
ダウン・ミックスの差を符号化することができる。
【０１２１】
　したがって、一部の実施形態においては、第２の補強データは、補強データの第１の部
分と第２の部分に分割され、第１の部分は、第２の部分ほど正確には空間的ダウン・ミッ
クスを記述しない。一般的に、第２の補強データの第１の部分の対応するデータ転送速度
は、第２の部分より遅い。第２の補強データの第２の部分の補強データは、ダウン・ミッ
クスの一部のみに関連することができ、具体的には、低周波部分にのみ関連することがで
きる。
【０１２２】
　一部の実施形態においては、発生器１２３は、第２の補強データの第１の部分と第２の
部分の両方について、個別にまたはまとめて、絶対データと相対データとから選択するよ
うに配置することができる。他の実施形態においては、発生器１２３は、データの部分の
１つのみについて絶対データと相対データから選択することができる。具体的には、以下
では、第２の補強データの第１の部分がＴのパラメータを含み、一方、第２の部分が空間
的ダウン・ミックスの低周波表現を含み、絶対データと相対データとからの動的な選択は
、第２の補強データの第２の部分にのみ適用される種々の実施形態について説明する。
【０１２３】
　第２の補強データの第２の部分の相対データは、これらの実施形態においては、例えば
、第１の部分の補強データが適用された後の芸術的ダウン・ミックスに対する差分値（即
ち、修正芸術的ダウン・ミックスに対する差分値）として生成することができる。
【０１２４】
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　以下においては、発生器１２３が第２の補強データの第２の部分について絶対データと
相対データとからのみ選択する実施形態について以下で説明する。
【０１２５】
　第２の補強データの第１の部分と第２の部分の一部に関する絶対補強データは、この例
においては、以下を設定することによって関連時間／周波数タイルについて導出すること
ができる。

ここで、

、

は、それぞれ、空間的ステレオ・ダウン・ミックスの左右のチャンネルの時間／周波数タ
イルのサンプルを含む。したがって、この特定の例においては、絶対補強データは、単に
、芸術的ダウン・ミックス１０３の対応する時間／周波数タイル・サンプルに取って代わ
ることができる空間的ダウン・ミックス１０２の実際の時間／周波数タイル・サンプルだ
けである。
【０１２６】
　更に、第２の補強データの第１および第２の部分のその部分については、関連時間／周
波数タイルに関する相対補強データは、具体的には、以下を設定することによって差分デ
ータとして導出することができる。

【０１２７】
　ここで、パラメータＴ１１、Ｔ１２、Ｔ２１、Ｔ２２は、方程式（２）の行列Ｔを構成
する。

【０１２８】
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　このようにして、発生器１２３は、芸術的ダウン・ミックス１０３について絶対補強デ
ータと相対補強データの両方を生成することができ、復号器は、マルチ・チャンネル補強
データの生成に使用される空間的ダウン・ミックス１０２により酷似する修正芸術的ダウ
ン・ミックスを生成することができる。
【０１２９】
　発生器１２３は、更に、絶対補強データと相対補強データとから選択するように構成さ
れる。この選択は、この特定の例においては、個々の信号ブロック（例えば、個々のセグ
メント）について、かつ、これらの信号ブロック内の信号の特性に基づいて行われる。具
体的には、発生器１２３は、任意の信号ブロックについて絶対補強データと相対補強デー
タの特性を評価することができ、任意の信号ブロックについてどちらのデータを補強層に
含めるべきか判断することができる。更に、発生器１２３は、どちらのデータが選択され
たかの表示を含むことができ、その結果、復号器は、受信補強データを正しく適用するこ
とができる。
【０１３０】
　一部の実施形態においては、発生器１２３は、符号化を評価して、絶対補強データまた
は相対補強データを最も効率的に符号化することができる（例えば、任意の精度を得るた
めの最少数のビットで）か判断することができる。強引な方法として、実際に両方のタイ
プの補強データを符号化して符号化データサイズを比較することができる。しかしながら
、これは、一部の実施形態においては複雑な方法となる恐れがあり、例示的な符号器１０
においては、発生器１２３は、相対補強データの信号エネルギーに対する絶対補強データ
の信号エネルギーを評価して、２つの比較に基づいてどちらのタイプのデータを含めるべ
きか選択する。
【０１３１】
　具体的には、オーディオ・コーダについては、ビットレートに関して、できるだけ小さ
なエネルギーで信号を符号化することが有益であることが多い。したがって、発生器１２
３は、最低信号エネルギーを有するタイプの補強データを選択する。特に、相対補強デー
タは、

のときに選択され、それ以外の場合には、絶対補強データが選択される。
【０１３２】
　異なる補強データ間の切り替えに関する問題は、一部の顕著な人為的影響が起こる恐れ
があるということである。例示的符号器１０においては、発生器１２３は、異なる補強デ
ータ間で漸進的に切り替わる機能性も含む。したがって、切り替わりは、１つの信号ブロ
ック内の１つのタイプの補強データから次の信号ブロック内の別のタイプに直に切り替わ
るのではなく、一方のセットのデータから他方のセットに漸進的に行われる。
【０１３３】
　したがって、（１つの信号ブロックを下回るかまたは上回る持続時間を有する）時間間
隔中、発生器１２３は、絶対補強データと相対補強データの結合として補強データを生成
する。この結合は、例えば、異なるタイプのデータ間の補間によって達成することができ
るか、または、この結合では、重複加算法を用いることができる。
【０１３４】
　特定の例として、異なるタイプの補強データ間で急に切り替わる

ではなく、送信される補強データは、
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として生成することができ、ここでは、ｋ番目のデータ・フレームのαの値は、以下と判
断することができる。

現在のフレームが絶対コーディングされる場合。
現在のフレームが差分コーディングされる場合。

ここで、αｋは、ｋ番目のフレーム内のαの値を示し、δは、適応速度である。δ＝０．
３３という値は、多くのシナリオにおいて確実に人為的影響がない符号化を実現すること
ができる。方程式（２９）内に示す信号

と

は、パラメータ補間または重複加算法を用いて取得することができ、符号化されてビット
・ストリームに追加される。更に、差分補強データまたは絶対補強データに関する判断が
、ビット・ストリーム内に含まれ、その結果、復号器が、符号器内で使用されるのと同じ
α値を導出することが可能になる。
【０１３５】
　ここの説明では個別にこれらのＭ個のチャンネルの各々の（チャンネル間の）コーディ
ングと共に差分モードと絶対モードを用いることが中心となっているが、他の実施形態で
は、異なる符号化法を用いることができることが理解されるであろう。例えば、Ｍ＝２の
場合、次のステップは、例えば、ステレオ信号の（チャンネル間の）コーディングを行う
ときにはＭ／Ｓコーディング（Ｍｉｄ／Ｓｉｄｅコーディング、したがって、和信号と差
信号をコーディング）を適用することとすることができる。多くの実施形態においては、
これは、個々のチャンネルの（チャンネル間の）コーディングの差分モードと絶対モード
の両方において有利であろう。
【０１３６】
　変換行列Ｔ'の諸要素は、実数値または複素数値とすることができる。これらの諸要素
は、以下のように修正パラメータに符号化することができる。実数でありかつ正である変
換行列

の諸要素は、ＭＰＥＧ４　Ｐａｒａｍｅｔｒｉｃ　Ｓｔｅｒｅｏ内で使用されるＩＩＤパ
ラメータなど、対数で定量化することができる。小さな信号の過剰増幅を回避するために
パラメータの値について上限値を設定することが可能である。この上限値は、固定である
か、または、自動生成される左チャンネルと芸術的左チャンネル間の相関および自動生成
される右チャンネルと芸術的右チャンネル間の相関の関数とすることができる。複雑であ
る
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の諸要素のうち、大きさは、ＩＩＤパラメータを用いて定量化することができ、位相は、
線形に定量化することができる。Ｔ'の諸要素は、実数であり、恐らくは負は、負の値と
正の値の区別を確保しながら、要素の絶対値の対数を取ることによって、コーディングす
ることができる。
【０１３７】
　図６は、図５の発生器１２３の例をより詳細に示す。この例においては、発生器１２３
は、信号ブロック・プロセッサ１４５を含み、信号ブロック・プロセッサ１４５は、周波
数ドメイン空間的ダウン・ミックス１０２と周波数ドメイン芸術的ダウン・ミックス１２
６とを受信して、信号を信号ブロックに分割する。各信号ブロックは、所定の持続時間の
時間間隔に対応することができる。一部の実施形態においては、信号ブロックは、あるい
はまたは更に、周波数ドメイン内で分割することができ、かつ、例えば、変換サブチャン
ネルは、異なる信号ブロックでまとめてグループ化することができる。
【０１３８】
　信号ブロック・プロセッサ１４５は、絶対補強データ・プロセッサ１４６に連結され、
絶対補強データ・プロセッサ１４６は、先述したように、個々の信号ブロックについて絶
対補強データを生成する。更に、信号ブロック・プロセッサ１４５は、相対補強データ・
プロセッサ１４７に連結され、相対補強データ・プロセッサ１４７は、先述したように、
個々の信号ブロックについて相対補強データを生成する。相対補強データと絶対補強デー
タは、信号ブロック内の信号特性に基づいて判断され、具体的には、任意の時間／周波数
タイル・グループに関する補強データは、その時間／周波数タイル・グループのみに基づ
いて判断することができる。
【０１３９】
　絶対補強データ・プロセッサ１４６は、第１の信号エネルギー・プロセッサ１４８に連
結され、第１の信号エネルギー・プロセッサ１４８は、先述したように、各信号ブロック
内の絶対補強データの信号エネルギーを判断する。同様に、相対補強データ・プロセッサ
１４７は、第２の信号エネルギー・プロセッサ１４９に連結され、第２の信号エネルギー
・プロセッサ１４９は、先述したように、各信号ブロック内の相対補強データの信号エネ
ルギーを判断する。
【０１４０】
　第１および第２の信号エネルギー・プロセッサ１４８、１４９は、選択プロセッサ１５
０に連結され、選択プロセッサ１５０は、各信号ブロックについて、どちらのタイプが最
低信号エネルギーを有するかによって絶対補強データまたは相対補強データから選択する
。
【０１４１】
　選択プロセッサ１５０は、補強データ・プロセッサ１５１に供給され、補強データ・プ
ロセッサ１５１は、更に、補強データ・プロセッサ１４６と相対補強データ・プロセッサ
１４７とに連結される。選択プロセッサ１５１は、どちらのタイプの補強データが選択さ
れたかを示す制御信号を受信して、相応に、その補強データを選択補強データとして生成
する。更に、選択プロセッサ１５１は、切り替え時間間隔中の絶対パラメータと相対パラ
メータ間の補間を含む漸進的な切り替えを行うように配置される。
【０１４２】
　選択プロセッサ１５１は、符号化プロセッサ１５２に連結され、符号化プロセッサ１５
２は、特定のプロトコルに従って補強データを符号化する。更に、符号化プロセッサ１５
２は、例えば、各信号ブロックについてビットを設定してデータタイプを表示することに
よって、どちらのタイプのデータが選択されているかを示すデータを符号化する。符号化
プロセッサ１５２からのこの符号化データは、符号器１０によって生成された符号化ビッ
ト・ストリーム内に含まれる。
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【０１４３】
　図７は、具体的には図２のオーディオ復号器２０とすることができる、本発明の一部の
実施形態によるマルチ・チャンネル・オーディオ復号器の別の実施形態のブロック図を示
す。
【０１４４】
　復号器２０は、第１の装置２１０と、それに連結された状態で、第２の装置２２０を含
む。第１の装置２１０は、ダウン・ミックス信号ｌｏとｒｏおよび修正パラメータ１０５
を入力として受信する。この入力は、例えば、図１または図５の符号器１０からの単一の
ビット・ストリームとして受信することができる。ダウン・ミックス信号ｌｏとｒｏは、
空間的ダウン・ミックス１０２または芸術的ダウン・ミックス１０３の一部とすることが
できる。
【０１４５】
　第１の装置２１０は、セグメント化・変換装置２１１とダウン・ミックス修正装置２１
２とを含む。ダウン・ミックス信号ｌｏとｒｏは、それぞれ、セグメント化され、セグメ
ント化信号は、セグメント化・変換装置２１１内で周波数ドメインに変換される。セグメ
ント化ダウン・ミックス信号の結果的に得られる周波数ドメイン表現は、それぞれ、周波
数ドメイン信号ＬｏとＲｏとして示される。次に、周波数ドメイン信号ＬｏとＲｏは、ダ
ウン・ミックス修正装置２１２内で処理される。ダウン・ミックス修正装置２１２の機能
は、空間的ダウン・ミックス２０２に似るように入力ダウン・ミックスを修正すること、
即ち、芸術的ダウン・ミックス１０３と修正パラメータ１０５から空間的ダウン・ミック
ス２０２を再構築することである。
【０１４６】
　空間的ダウン・ミックス１０２が復号器２０によって受信された場合、ダウン・ミック
ス修正装置２１２は、ダウン・ミックス信号ＬｏとＲｏを修正する必要はなく、これらの
ダウン・ミックス信号ＬｏとＲｏは、単に、空間的ダウン・ミックス２０２のダウン・ミ
ックス信号ＬｄとＲｄとして第２の装置２２０に渡すことができる。制御信号２１７は、
入力ダウン・ミックスの修正の必要性があるかどうか、即ち、入力ダウン・ミックスが空
間的ダウン・ミックスであるのかそれとも代替ダウン・ミックスであるのかを表示するこ
とができる。制御信号２１７の生成は、例えば、入力ダウン・ミックスと、所望の空間的
ダウン・ミックスの信号特性を記述することができる関連パラメータ１０５とを分析する
ことによって、復号器２０内で内部的に行なうことができる。入力ダウン・ミックスが所
望の信号特性に適合する場合、修正が不要であることを表示するように制御信号２１７を
設定することができる。あるいは、制御信号２１７は、手作業で設定することができるか
、または、その設定は、例えば、パラメータセット１０５において符号化マルチ・チャン
ネル・オーディオ信号の一部として受信することができる。
【０１４７】
　符号器２０が芸術的ダウン・ミックス１０３を受信し、制御信号２１７が、受信ダウン
・ミックス信号ＬｏとＲｏはダウン・ミックス修正装置２１２によって修正されるべきで
あると表示する場合、復号器は、受信修正パラメータの表現によって２通りに動作するこ
とができる。パラメータが芸術的ダウン・ミックスから空間的ダウン・ミックスへの相対
変換を表す場合（即ち、パラメータが相対補強データである場合）、符号器内で行われる
動作と逆に修正パラメータを芸術的ダウン・ミックスに適用することによって、直接、変
換変数が取得される。異なる実施形態においては、これは、例えば、第２の補強データの
第２の部分に適用することができる。
【０１４８】
　一方、送信パラメータが空間的ダウン・ミックスの絶対特性を表す場合、復号器は、直
接、空間的ダウン・ミックス・サンプルによって芸術的ダウン・ミックス・サンプルを置
き換えることができる。例えば、第２の補強データの第２の部分が単に空間的ダウン・ミ
ックスの時間／周波数タイル・サンプルにある場合、復号器は、直接、芸術的ダウン・ミ
ックスの対応する時間／周波数タイル・サンプルをこれらで置き換えることができる。復
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も可能であることが理解されるであろう。この情報（送信パラメータと送信芸術的ダウン
・ミックスの算出特性）を用いて、送信芸術的ダウン・ミックス（の特性）から空間的ダ
ウン・ミックス（の特性）への変換を記述する変換変数が判断される。より具体的にいう
と、変換行列Ｔの判断は、先述した方法ＩＩ．ａまたは（若干修正された）ＩＩ．ｂを用
いて行なうことができる。
【０１４９】
　方法ＩＩ．ａは、絶対エネルギーが第２の補強データの第１の部分において送信された
場合に用いることができる。送信（絶対）パラメータ

と

は、それぞれ、空間的ダウン・ミックスの左右の信号のエネルギーを表し、以下によって
示される。

【０１５０】
　送信ダウン・ミックス

と

のエネルギーは、復号器にて計算される。この変数を用いて、以下のように、（７）のパ
ラメータαとβを計算することができる。

【０１５１】
　変換行列

は、以下によって示される。
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【０１５２】
　具体的には、ダウン・ミックス修正装置２１２は、芸術的ダウン・ミックスと修正パラ
メータ１０５を受信ビット・ストリームから抽出する機能性を含む。芸術的ダウン・ミッ
クスは、（復号器によって使用される信号ブロックに対応する）信号ブロックに分割され
る。各信号ブロックについては、ダウン・ミックス修正装置２１２は、ビット・ストリー
ムの受信データの表示を評価して、この信号ブロックについて第１および第２の部分には
相対第２の補強データまたは絶対第２の補強データが供給されているか判断する。その後
、ダウン・ミックス修正装置２１２は、表示データに応答して、絶対補強データまたは相
対補強データとして第２の補強データの第１および第２の部分を適用する。
【０１５３】
　変換行列要素Ｔ１２とＴ２１が０に設定されたとき、複雑性は低いが高い性能を達成す
ることができることが既にわかっている。以下においては、ダウン・ミックス修正装置２
１２の一部の特定の実行例について、この制限と共に説明する。しかしながら、種々の実
行例は、Ｔ１２およびＴ２１もしくはＴ１２またはＴ２１が０と異なる場合に容易に拡張
することができることが理解されるであろう。
【０１５４】
　芸術的ダウン・ミックス信号向けに送信された第２の補強データの第２の部分の補強デ
ータがない場合、第１の装置２１０を図８に示すように実行することができる。時間ドメ
イン・ステレオ・ダウン・ミックス信号ｌｏとｒｏが、まず、セグメント化されて、ＱＭ
Ｆ変換によって周波数ドメインに変換され、その結果、芸術的ステレオ・ダウン・ミック
スの時間／周波数タイルを表す信号ＬａとＲａが得られる。次に、これらの信号は、変換
行列Ｔを用いて変換され、その結果、信号Ｔ１１ＬａとＴ１２Ｒａが得られる。
【０１５５】
　補強データは、時間ドメインおよび周波数ドメインもしくは時間ドメインまたは周波数
ドメインにおいて生成しかつ適用することができることが理解されるであろう。したがっ
て、コーディングされた時間ドメイン補強データ（Ｌｅｎｈ、Ｒｅｎｈ）をビット・スト
リーム内に含めることが可能である。しかしながら、一部の適用においては、時間ドメイ
ン補強データではなく、コーディングされた周波数ドメイン補強データ含めることが有利
である可能性がある。例えば、多くの符号器においては、補強データは、時間／周波数タ
イルに関しては周波数ドメイン内で生成され、かつ、時間ドメイン信号を生成するために
、周波数ドメインから時間ドメインへの変換が符号器にて必要とされる。更に、当該の補
強データを適用するために、復号器は、データを時間ドメインから周波数ドメインに変換
する。したがって、ドメイン変換回数は、補強データを周波数ドメインに含めることによ
って少なくすることができる。
【０１５６】
　一部の実施形態においては、芸術的ダウン・ミックスと補強データとを生成するために
、異なる時間から周波数への変換を用いることができる。例えば、芸術的ダウン・ミック
スの符号化では、ＱＭＦ変換を用いることができ、一方、補強データでは、ＭＤＣＴ変換
が用いられる。この場合、補強データは、（ＭＤＣＴ）周波数ドメイン内に含めることが
でき、２つの周波数ドメイン間で直接行われる変換は、図９に示すように、ダウン・ミッ
クス修正装置２１２によって行なうことができる。
【０１５７】
　この例においては、変換行列Ｔ＊は、単に、方程式（２）の変換行列Ｔとすることがで
きる。しかしながら、スイッチング時の人為的影響を低減するために、Ｔ＊は、方程式（
２）の変換行列Ｔに対応することができるが、漸進的な切り替えに向けて修正される。具
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体的には、行列Ｔ＊は、方程式（３０）によって求められるような因数αを含むことがで
き、その場合、絶対補強データまたは相対補強データに関する判断は、ビット・ストリー
ムから検索される。この方法は、第２の補強データの第２の部分の補強層データが存在す
る信号ブロック／周波数帯域に使用され、その他の場合、図８の方法を用いることができ
る。
【０１５８】
　補強データ（Ｌｅｎｈ、Ｒｅｎｈ）が時間ドメインにおいて提供された場合、図１０に
示すように、図９と類似の方法を用いることができる。しかしながら、この場合、周波数
から周波数への変換の代わりに、時間から周波数への変換が用いられ、この時間から周波
数への変換は、具体的には、芸術的ダウン・ミックスの符号化にＱＭＦ変換が用いられる
ときに時間からＱＭＦへのドメイン変換によるものとすることができる。したがって、こ
の例においては、補強データは、周波数ドメインにおいて適用される。
【０１５９】
　多くの実施形態においては、第１の装置２１０において１回の時間ドメインから周波数
ドメインへの変換しか用いられない時間ドメイン補強データに関する復号器の実行を用い
ることができる。
【０１６０】
　具体的には、以下の差分補強データ・パラメータを使用することができる。

ただし、方程式（２７）によって示めされる行列Ｔは、正則行列である（したがって、そ
の逆が存在する）ことを条件とする。ここで、方程式（１）を以下に変えることができる
。

【０１６１】
　図１１は、方程式（３４）と方程式（３５）に基づく時間ドメイン補強データに関する
ダウン・ミックス修正装置２１２の効率的な実行が行われることを示す。明瞭さを期すた
めに、行列ＴのＴ１２とＴ２１は、０に設定される。図１０の実行例と比較すると、図１
１の実行例によって必要とされる時間からＱＭＦへのドメイン変換は１回だけである。
【０１６２】
　したがって、上述したように、ダウン・ミックス修正装置２１２は、マルチ・チャンネ
ル補強データに使用される空間的ダウン・ミックスに非常に酷似している信号２０２を生
成する。これは、第２の装置２２０によって効果的に使用して２チャンネル・オーディオ
信号を完全サラウンド・サウンド・マルチ・チャンネル信号に拡張することができる。更
に、各信号ブロックについて最も妥当なタイプの補強データ（相対または絶対）を動的に
かつ柔軟に選択することによって、実質的により効率的な符号化が達成され、かつ、質と
データ転送速度との比率が向上したマルチ・チャンネル符号化／復号化が達成される。
【０１６３】
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　第２の装置２２０は、再構築空間的ダウン・ミックス２０２と関連パラメータ１０４と
を５．１チャンネル出力信号２０３に復号化する従来の２チャンネルから５．１チャンネ
ルへの復号器とすることができる。先述したように、パラメータ・データ１０４は、パラ
メータ・データ１４１、１４２、１４３、１４４を含む。第２の装置２２０は、符号器１
０内の第１の装置１１０の逆の処理を行う。第２の装置２２０は、アップ・ミキサ２２１
を含み、アップ・ミキサ２２１は、ステレオ・ダウン・ミックスと関連パラメータ１４４
とを３つのモノ・オーディオ信号Ｌ、Ｒ、Ｃに変換し、それぞれ、モノ・オーディオ信号
Ｌ、Ｒ、Ｃの各々は、それぞれ、相関分離器２２２、２２５、２２８内で相関分離される
。その後、混合行列２２３によってモノ・オーディオ信号、その相関分離オーディオ信号
、関連パラメータ１４１が信号ＬｆとＬｒに変換される。同様に、混合行列２２６によっ
て、モノ・オーディオ信号Ｒ、その相関分離オーディオ信号、関連パラメータ１４２が、
信号ＲｆとＲｒに変換され、混合行列２２９によって、モノ・オーディオ信号Ｃ、その相
関分離オーディオ信号、関連パラメータ１４３が信号ＣｏとＬＦＥに変換される。最後に
、３つの対のセグメント化周波数ドメイン信号ＬｆとＬｒ、ＲｆとＲｆ、ＣｏとＬＦＥは
、それぞれ、３つの対の出力信号ｌｆとｌｒ、ｒｆとｒｒ、ｃｏとｌｆｅを取得するため
に、それぞれ、逆変換器２２４、２２７、２３０において時間ドメインに変換され、かつ
、重複加算によって結合される。出力信号ｌｆとｌｒ、ｒｆとｒｒ、ｃｏとｌｆｅは、復
号化マルチ・チャンネル・オーディオ信号２０３を成す。
【０１６４】
　マルチ・チャンネル・オーディオ符号器１０とマルチ・チャンネル・オーディオ復号器
２０は、デジタル・ハードウェアによって、または、デジタル信号プロセッサまたは汎用
マイクロプロセッサによって実行されるソフトウェアによって実行することができる。
【０１６５】
　以上の説明では、明瞭さを期すために、異なる機能装置およびプロセッサを参照しなが
ら本発明の種々の実施形態を説明したことが理解されるであろう。しかしながら、本発明
から逸脱することなく、異なる機能装置またはプロセッサ間での機能性の任意の適切な配
分を用いることができることが明らかであろう。例えば、別個のプロセッサまたは制御装
置によって実行されるように示した機能性は、同じプロセッサまたは制御装置によって実
行することができる。したがって、特定の機能装置への言及は、厳密な論理的または物理
的構造または構成を示すのではなく、説明した機能性を実現する適切な手段への言及とし
てのみ見るべきである。
【０１６６】
　本発明は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェアまたはこれらの任意の組み合
わせを含む任意の適切な形態で実行することができる。本発明は、任意選択的に、１つま
たはそれ以上のデータ・プロセッサおよびデジタル信号プロセッサもしくは１つまたはそ
れ以上のデータ・プロセッサまたはデジタル信号プロセッサ上で実行されるコンピュータ
・ソフトウェアとして、少なくとも部分的に実行することができる。本発明の実施形態の
要素および構成品は、任意の適切な方法で物理的、機能的、および論理的に実行すること
ができる。実際、機能性は、単一の装置内で、複数の装置内で、または他の機能装置の一
部として実行することができる。この点を踏まえると、本発明は、単一の装置内で実行す
ることができるか、または、異なる装置およびプロセッサ間に物理的かつ機能的に配分す
ることができる。
【０１６７】
　本発明を一部の実施形態に関連して説明してきたが、本明細書で定める特定の形態に限
定されることを意図するものではない。むしろ、本発明の範囲は、添付の特許請求の範囲
によってのみ限定される。更に、機能は特定の実施形態に関連して説明されているように
思われる場合があるが、当業者は、説明した種々の実施形態の様々な特長は、本発明に従
って組み合わせることができることを認識するであろう。特許請求の範囲においては、「
を含む」という用語は、他の要素またはステップの存在を除外するものではない。
【０１６８】
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　更に、個別に記載しているが、複数の手段、要素または方法のステップは、例えば、単
一の装置またはプロセッサによって実行することができる。更に、個々の特長は、異なる
請求項に含むことができるが、これらは、恐らくは有利に組み合わせることができ、異な
る請求項に含めることは、種々の特長の組み合わせが実現不可能および不利もしくは実現
不可能または不利であることを意味するものではない。また、１つのカテゴリーの請求項
内に特長を含めることは、このカテゴリーへの限定を意味するのではなく、その特長が必
要に応じて他の請求項のカテゴリーに等しく適用可能であることを示すものである。更に
、請求項内での種々の特長の順番は、種々の特長を加工しなければならない何らかの特定
の順番を意味するものではなく、特に、方法に関する請求項における個々のステップの順
番は、この順番で個々のステップを実行しなければならないことを意味するものではない
。むしろ、個々のステップは、任意の適切な順番で実行することができる。更に、単数で
の言及は、複数を排除するものではない。したがって、「１つの」、「第１の」、「第２
の」などの言及は、複数を排除するものではない。請求項内の各種参照符号は、単に、明
確にする例として提示されているものであり、いかなる点においても種々の請求項の範囲
を限定すると解釈すべきではない。 
【図面の簡単な説明】
【０１６９】
【図１】本発明の一部の実施形態によるマルチ・チャンネル・オーディオ符号器のブロッ
ク図である。
【図２】本発明の一部の実施形態によるマルチ・チャンネル・オーディオ復号器のブロッ
ク図である。
【図３】本発明の一部の実施形態による送信システムのブロック図である。
【図４】本発明の一部の実施形態によるマルチ・チャンネル・オーディオ・プレーヤ／レ
コーダのブロック図である。
【図５】本発明の一部の実施形態によるマルチ・チャンネル・オーディオ符号器のブロッ
ク図である。
【図６】本発明の一部の実施形態による補強データ発生器のブロック図である。
【図７】本発明の一部の実施形態によるマルチ・チャンネル・オーディオ復号器のブロッ
ク図である。
【図８】マルチ・チャンネル・オーディオ復号器の諸要素のブロック図である。
【図９】本発明の一部の実施形態によるマルチ・チャンネル・オーディオ復号器の諸要素
のブロック図である。
【図１０】本発明の一部の実施形態によるマルチ・チャンネル・オーディオ復号器の諸要
素のブロック図である。
【図１１】本発明の一部の実施形態によるマルチ・チャンネル・オーディオ復号器の諸要
素のブロック図である。
【符号の説明】
【０１７０】
１０　マルチ・チャンネル・オーディオ符号器
２０　マルチ・チャンネル・オーディオ復号器
３０　送信チャンネル
４０　送信器
５０　受信器
６０　マルチ・チャンネル・オーディオプレーヤ／レコーダ
７０　送信システム
１０１　マルチ・チャンネル・オーディオ信号
１０２　ダウン・ミックス・オーディオ信号
１０３　代替ダウン・ミックス信号
１０４　第１の関連パラメータ・データ
１０５　第２の関連パラメータ・データ
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１１０　第１の符号化装置
１１２～１１４　セグメント化・変換装置
１１５～１１８　ダウン・ミキサ
１２０　第２の符号化装置
１２１　セグメント化装置
１２２　変換器
１２３　発生器
１２４　セレクター
１２６　周波数ドメイン信号
１２７　セグメント化オーディオ信号
１２８　制御信号
１４１～１４４　パラメータ・データ
１４５　信号ブロック・プロセッサ
１４６　絶対補強データ・プロセッサ
１４７　相対補強データ・プロセッサ
１４８　第１の信号エネルギー・プロセッサ
１４９　第２の信号エネルギー・プロセッサ
１５０　選択プロセッサ
１５１　補強データ・プロセッサ
１５２　符号化プロセッサ
２０２　空間的ダウン・ミックス
２０３　マルチ・チャンネル・オーディオ信号
２１０　第１の装置
２１１　セグメント化・変換装置
２１２　ダウン・ミックス修正装置
２１７　制御信号
２２０　第２の装置
２２１　アップ・ミキサ
２２２、２２５、２２８　相関分離器
２２３、２２６、２２９　混合行列
２２４、２２７、２３０　逆変換器
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